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真 鶴 の 町 章

こ の町章は全体と し て「 つる」 のかたちを

表し ています。

つるの羽根のと こ ろ は港を、 あたまのと こ ろ

は、 入る船を表し ています。  
　 昭和 25 年 10 月にき めまし た。

真 鶴 町 教 育 委 員 会

ひかり 輝く 相模の海にのぞみ、

緑豊かな美し い真鶴半島は、 町民の心のふるさ と です。

私
わたく し

たちは、 先人から う けついだ

こ の歴史ある町を愛し 、 誇り と し て、

いつまでも 心ふれあう 住みよい町にするため、

こ こ に町民憲章を定めます。

１ 　 自然と 環境を大切にし 、 次の世代に伝えまし ょ う 。

１ 　 健康な心と 体をきたえ、 仕事に誇り と 責任をも ちまし ょ う 。

１ 　 お互いに仲良く し 、 思いやり の心を育てまし ょ う 。

１ 　 きまり や約束を守り 、 平和な明るい町にし まし ょ う 。

１ 　 教養を高め、 文化の香り 豊かな町にし まし ょ う 。

（昭和56年9月30日制定）

真 鶴 町 民 憲 章

町の花

町の鳥 町の木

はまゆう

く すのきいそひよどり
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第 1 章 歴史

１  大昔の郷土

真鶴町で出土し た大昔の時代の遺物には、 次のよう なも のがある。

釈迦堂出土縄文土器

（真鶴町教育委員会所蔵）

こ の時代の遺跡のう ち釈
し ゃ

迦
か

堂
ど う

遺
い

跡
せき

は、 真鶴地区の中で規模が最も 大きく 、 多数

の土器片と と も にこ の時代を代表する打製石
せき

斧
ふ

・ 石
いし

皿
ざら

・ 石
いし

鏃
ぞく

・ 石
せき

錘
すい

などの多種類

の出土品がある。 そし て、 こ れら は縄文時代前期から 中期にかけてのも のと 推定

さ れる。 真鶴地区における縄文時代の遺跡は平
ひら

台
だい

遺跡を最後に姿を消し た。

また、 古墳時代以降の遺跡と し ては、 真鶴地区においては狐塚 1・ 2 号古墳、

平台古墳などが知ら れており 、 そこ から 出土さ れた土師器・ 須恵器の何点かは、

町に保管さ れている。

釈迦堂出土石皿

（真鶴町教育委員会所蔵）

釈迦堂出土石鏃、石槍

（平井敏正氏所蔵）

須恵器

（真鶴町教育委員会所蔵）

（ １ ） 律令時代のよう す

相模の国名は、 相
さ が む

武 国
く にの　 みやつこ

造の支配し ていた相武国の名に由来する。 相
さ がみのく に

模国には

郡が八つ（ 足上・ 足下・ 余
よ

綾
ろ き

・ 大住・ 御
み

浦
う ら

・ 高座・ 鎌倉・ 愛甲） あり 、 真鶴町は、

足下郡に属し た。 行政や税の徴
ちょ う

収
し ゅ う

のために、 郡の下に里が置かれ、 里ごと に里

長が置かれたが、 残念ながら どの里（ 郷） に属し ていたかは不明である。

注　 足下郡・ 足上郡は、 も と は足柄下郡・ 足柄上郡と 言っ たが、 713年に、 「 国・ 郡・ 郷

名は漢字２ 文字を用いよ」 と 定めら れたため「 柄」 を 省く 。

２  律令の時代
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・ 貴船神社の由来

新編相模国風土記稿に よ れば、 889

（ 寛
かん

平
ぴょ う

元） 年、 真鶴の湊
みなと

に一
いっ

艘
そう

の船が流

れ着いたのを、 平
ひら

井
い

浄
じ ょ う

玄
げん

入
にゅ う

道
ど う

と いう 者が

見つけ、 船内に入り 調べる と 、 木像 12
体と 一通の破

は

書
し ょ

を 見つけた。 こ の破書に

よ れば、「 こ れら は異国と き わの国から

来たも ので、 こ の神を お祀
まつ

り すれば村の

発展がある と あっ た。 そこ で浄玄が村人と 力を 合わせて社
やし ろ

を 建て海を 祀る 神と

し て崇
あが

めら れるよう になっ た。」 と いう のが由
ゆ

来
ら い

である。

貴船神社

・ 荒井城址

真鶴駅を 出て右手正面（ 東南側） にあ

る小高い丘が荒
あら

井
い

城
じ ょ う

址
し

で、 現在は荒井城

址公園と なっ ている。 こ の丘陵の西側山
やま

裾
すそ

、 国道沿いあたり を「 城
じ ょ う

口
ぐ ち

」、 城の中

心部と みら れる丘陵の窪地と その周辺を

「 城
し ろ

の本
も と

」 と 呼んで いる。 こ の城は、 城

と いう よ り 館に近いも のであるが、 こ れ

を 荒
あら

井
い

刑
ぎょ う

部
ぶ

実
さ ね

継
つぐ

の城と する 伝
でん

承
し ょ う

がある。

実継は土
と

肥
いの

実
さ ね

平
ひら

の祖父であり 、 湯河原成
じ ょ う

願
がん

寺
じ

の「 相
そう

州
し ゅ う

湯
ゆ

河
が

原
わら

城
じ ょ う

願
がん

禅
ぜん

寺
じ

略
り ゃく

縁
えん

起
ぎ

」

によると 次のよう に出てく る人物である 。「 荒井刑部実継は、 鎌
かま

倉
く ら

景
かげ

道
みち

と と も に

後三年の役に源
みなも と のよし いえぐ ん

義家軍と し て参加し たが、 奥
おう

州
し ゅう

において 34 歳で戦死し た。 その

子実
さ ね

正
まさ

は８ 歳であっ たため、 京都で義家に育てら れた。 荒井は不吉である と し

て土肥を与えら れ土肥太郎実正と 号し た。 その子が土肥次郎実平である 。」 し か

し 、 こ の人物が実在し たこ と や、 実平の祖父であっ たこ と を 証する 資料は今の

と こ ろはない。

城址はそのほかに土肥氏・ 小田原北条氏の出
で

城
じ ろ

・ 狼
の ろ し だ い

煙台と か、 江戸時代まで城の

隣接の福浦村が荒井村と 呼ばれていたので、 村の名前から呼んだと の説がある。

新井城址公園

３  鎌倉の時代

真鶴町は、 中世に土肥郷に属し ていたと さ れる。 土肥郷と し て支配が成立す

るのは 10 世紀（ 平安時代） 以降のこ と である。 当時の武士は、 支配地の名を 名

字と するのが一般的であり 、 土肥の地名を 名字と し て名乗っ た最初の人物が土

9

（ １ ） 源頼朝の挙兵

1159（ 平治元） 年の平治

の乱に、 源
みなも と の

義
よ し

朝
と も

の嫡
ちゃ く なん

男の資

格で 13 歳で 初
う い

陣
じ ん

し た 源
みなも と の

頼
より

朝
と も

は、 平
たいら の

清
き よ

盛
も り

に囚
と ら

われ死罪

になると こ ろ を 助けら れ、 伊

豆の蛭
ひる

が小
こ

島
じ ま

（ 韮山の近く ）

に流さ れ、 14 歳から 34 歳の

20 年間流
る

人
じ ん

生活を送っ た。

平氏が、 高位高官を 独占し 、 後
ご

白
し ら

河
かわ

法
ほう

皇
おう

を 幽
ゆう

閉
へい

する などの横
おう

暴
ぼう

を 働く よう に

なる と 、 平
へい

氏
し

討
と う

伐
ばつ

の企
く わだ

てが生まれた。 後白河法皇の子以
も ち

仁
ひと

王
おう

は、 頼朝と 同じ 清
せい

和
わ

源
げん

氏
じ

の源
みなも と のより まさ

頼政と はかっ て 1180（ 治承４ ） 年令
り ょ う

旨
じ

を発し 、 こ れを 機会に諸国の

源氏が兵を挙げるこ と になる。

頼朝の挙兵は、 京都にいる 乳
う

母
ば

の妹の子から 「 清盛が頼朝を 捕
ほ

殺
さ つ

する かも し

れないから 奥州に逃れる よ う に」 と いう 知ら せと 、 大
おお

庭
ば

景
かげ

親
ちか

を はじ めと する平

氏の武士達が、 源頼政ら を 敗
はい

死
し

さ せ帰
き

還
かん

し 、 さ ら に源氏追討がでた直後の、 切

迫し た中で決定さ れたも のだっ た。

頼朝の挙兵から 石橋山の合戦に敗れ安
あ

房
わ

に逃れるまでを、 吾
あ

妻
づま

鏡
かがみ

から 見てみよう 。

肥次郎実平である。 し たがっ て真鶴も 土肥次郎実平の支配下に置かれたと 考え

るのが妥当であろう 。

8 月 1 7 日

頼朝は、 妻政
まさ

子
こ

の父、 北
ほう

条
じ ょ う

時
と き

政
まさ

を 中心に、 土肥次郎実平、 佐
さ

々
さ

木
き

三
さ ぶ

郎
ろ う

盛
も り

綱
つな

などの頼朝に心を寄せる相模国内の武士の力を借り 、 三島神社祭礼の日、

兵を挙げ、 平氏の一族で伊豆の目
も く

代
だい

も （ 国司の代理） 山
やま

木
き

兼
かね

隆
たか

を襲っ た。

8 月 2 0 日

北条時政、 土肥実平父子ら 46 人の武士と その郎
ろ う

党
と う

合計 300 騎ほどで伊

豆の国を出、 土肥郷の今の城
じ ょ う

願
がん

寺
じ

の地にあっ た土肥実平の館に入っ た。

8 月 2 3 日

午前４ 時頃石橋山に陣を 取っ た。 その数わずか 300 騎。 こ れに対し 大庭

景親率いる平家方は 3,000 騎、 行く 手をさ えぎるよう にこ れも 石橋山に進

み谷一つ隔てるばかり の所に陣を と っ た。 また、 伊
い

東
と う

祐
すけ

親
ちか

は 300 騎を率い

て頼朝の背後に陣を と っ た。 こ のと き、 頼朝が待ちに待っ ていた三
み

浦
う ら

義
よ し

明
あき
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一族勢が、 酒
さ か

匂
わ

川
がわ

の東岸まで到着し ていたが、 増水のため川を 渡り あぐ ね

ていた。 三浦勢が平氏方の領地

に火を 放っ たのを 知る と 、 景親

は、 すでに夕暮れ時にあっ たに

も かかわら ず、 明日になれば三

浦勢が頼朝方に加わり 面倒にな

る と 考え、 ただち に攻撃を 開始

し た。 折から の暴風雨の中、 頼

朝軍は死を 恐れずに戦っ たが、

圧倒的多数の大庭軍に敗れ総崩

れと なる。

8 月 2 4 日

暁を 迎える頃には後背の椙
すぎ

山
やま

山中に退く ほかなかっ た。 頼朝は椙山の堀
ほり の

口
く ち

付近に踏みと どまっ て体勢を 整えよう と し たが、 またも 敗れて奥へ奥へ

と 追い込まれ椙山山中に逃れた。 山中に逃れた頼朝は、 土肥実平が「 人数

が多く ては、 敵に発見さ れるおそれがあるので分かれよう 。 頼朝殿一人な

ら 私はいつまでも 隠せる」 と いう すすめに従っ て、 一同は泣き ながら 分か

れていっ た。 頼朝や実平ら が身を潜
ひそ

めていると 、 景親は頼朝の後を 追っ て

峰や谷を 探し 求めたが、 そのと き 梶
かじ

原
わら

平
へい

三
ぞう

景
かげ

時
と き

は、 こ の山には頼朝はいな

いと いっ て景親の手を 引いて下っ ていっ た。 その間に頼朝は、 髪の中から

正
せい

観
かん

音
のん

像
ぞう

を 取り 出し て「 ある岩
がん

窟
く つ

」 に安置し たので、 実平がそのわけを 尋

ねる と 「 景親に首を取ら れた時に髪の中に正観音像があっ ては、 源氏の大

将のやるこ と ではないと 人々に思われるだろ う 」 と 答え、 最後と 観
かん

念
ねん

し て

いたのだろう 。

その夜、甲
か

斐
い

源
げん

氏
じ

に援助を頼みに行っ た北条時政と 義時が途中で道に迷っ

たが、 頼朝の安否を 心配し た箱
はこ

根
ね

山
やま

別
べっ

当
と う

行
ぎょ う

実
じ つ

が、 食料を 持たせて差し 向け

た弟の僧永
えい

実
じ つ

と 出会い伴っ て戻っ てき た。 空腹を 抱えていた一行は喜び、

夜ひそかに永実に導かれて箱
はこ

根
ね

権
ごん

現
げん

に行き、永実の家に入り 一夜を過ごし た。

8 月 2 5 日

箱根権現内部にも 平家方に通じ る 者があっ たので、 永実は、 山中にく わ

し い案内者を 連れ実平と と も に一行を 先導し て出発し 箱根道を 経て土肥郷

に無事送り 届けた。

11

以上が「 吾妻鏡」 から 知る石橋山合戦の経緯である。

吾妻鏡以外の作品から 、 石橋山の合戦から 真鶴での乗船までで真鶴町に関係

ある部分を見てみよう 。

8 月 2 7 日

北条時政・ 義時ら は土肥郷岩浦より 船に乗り 房
ぼう

州
し ゅ う

を 目指し 、 海上で三浦

勢の船に会い、 共に安房に向かっ た。

8 月 2 8 日

頼朝は土肥真名鶴崎より 船に乗り 、 安房国の方に向かっ た。

8 月 2 9 日

頼朝は安
あ わ の く に

房国平
へい

北
ぼく

郡
ぐ ん

猟
り ょ う

嶋
し ま

（ 現在の千葉県鋸
き ょ

南
なん

町
ちょ う

竜
り ゅ う

島
し ま

） に着き 北条時政ら

が出迎えた。

・ 土
ど

肥
い

焼
じ ょ う

亡
も う

の舞
まい

平家物語では、 伏
ふせ

木
ぎ

から 出た一行は「 土肥のかぢ

屋が入と いう 山にこ も り て」 景親の追求を逃れたと

いう 。 その山の峰から は、 伊東祐親が土肥に押し 寄

せて実平の家を 焼き 払う のが見えた。 そこ で実平は

みんなの気持ちを引き 立てよう と し て 3 つの光が見

えると 歌い、 舞を踊っ たと いう 。

その光と は、八
はち

幡
まん

大
だい

菩
ぼ

薩
さ つ

が頼朝を守っ てく れる光。

頼朝が繁
はん

昌
じ ょ う

し て一
いっ

天
てん

四
し

海
かい

を 輝かすと いう 光。 最後は

実平が頼朝の御恩を 受けて奉公する 光のこ と を 言

う 。こ の話は大
だい

同
ど う

小
し ょ う

異
い

で源
げん

平
ぺい

盛
せい

衰
すい

記
き

にも 載
の

っ ている。

なお町内の岩にある謡坂と いう 名はこの歌と 舞にちなんで付けら れたと さ れている。

謡坂の碑

・ 真鶴岩が崎

源平盛衰記で安房に渡り 再起を期そう と いう と

こ ろ で、「 土肥二郎は、 出富の小検校と 云海女が

小舟を かり 、 真鶴岩が崎と 云所より 、 いそぎ舟を

出さ んと し 」 と 記さ れており 、 岩海岸から 安房に

向かっ たと さ れている。

船出の浜
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・ 真鶴の三つの名字

伊
い

豆
ず

名
みょ う

跡
せき

志
し

・ 巻之七によ る と 、 頼朝がし と どの岩屋に隠れていた時、 村人の

三人に助けら れたこ と に感謝し て三人に名字を 授けた。 内容はし と どの岩の入

り 口に、 切っ た青木を置き、 岩屋を隠し た新兵衛に青木と いう 姓を、 赤飯を持っ

てき た伊右衛門に、その赤飯がと ても 甘
かん

露
ろ

で、醍
だい

醐
ご

味
み

であっ たと し て醐味（ 五味）

と いう 姓を、 そし て岩屋に一人いつも いて、 守っ ていた丹
たん

後
ご

に守と いう 姓を 与

えたが守の一字では平氏に間違えら れると いう 、 岡
おか

崎
ざ き

四
し

郎
ろ う

の忠告を 聞き 御の一

字を加えて御守の姓を与えたと いう 。

（ ２ ） 鎌倉幕府の成立

安房に渡っ た頼朝に、 関東の武士がぞく ぞく と 陣営に加わり 10 月６ 日鎌倉に

入っ た。10 月 20 日、富士川の戦いで 平
たいら の

維
こ れ

盛
も り

を大将と する平家軍を破っ た頼朝は、

関東武士の勧めに従い鎌倉に帰り 東国を平定し 、 関東の御家人に領地を安
あん

堵
ど

（ 認

めるこ と ） し 、あるいは新し く 領地を与えて、彼ら の要求にこ たえ、1180（ 治承４ ）

年侍所を開き和
わ

田
だ

義
よ し

盛
も り

を別当と し た。 1184（ 元歴元） 年公
く

文
も ん

所
じ ょ

（ のち政
まん

所
ど こ ろ

）、 問

注所を 設置し た。 1185（ 文
ぶん

治
じ

元） 年、 平氏を 屋島で破り 、 ３ 月、 壇の浦の戦い

で平氏は滅亡し た。 頼朝は、 弟義経を 捕ら えるこ と を口実に守護・ 地頭を置き 、

1192（ 建久３ ） 年征夷大将軍に任命さ れ、 武家の政権が確立し た。

４  室町の時代

文
ぶん

永
えい

・ 弘
こ う

安
あん

の役後、 幕府の要職や各国の守護職は、 北条氏が独占する よ う に

なり 、 北条氏に対する 激し い反発を 引き 起こ し 、 後
ご

醍
だい

醐
ご

天
てん

皇
のう

の討幕の動き と 結

びつき、 1333（ 元弘３ ） 年５ 月８ 日新
にっ

田
た

義
よ し

貞
さ だ

が上
かず

野
さ の

国
く に

で挙
き ょ

兵
へい

し 鎌倉に進撃を 始

めた。 相模国の土肥・ 土屋・ 松田を はじ め多く の武士が新田軍に参加し 、 22 日

・ 鵐
し と ど

の窟
いわや

江戸幕府が編集し た新編相模国風土記稿

の真鶴の項で「 鵐
し と どが

窟」 を 真鶴の「 港内海涯

にあり 」 と 記さ れており 、 また幕府が作ら

せた正
し ょ う

保
ほう

の国
く に

絵図にも 「 治
じ

承
し ょ う

の昔、 頼朝石

橋山の合戦に敗走し 、 大庭景親がためにせ

まら れ主従７ 騎にて潜れし と こ ろ なり 」 と

さ れている。 こ れが真鶴港にある 鵐の窟の

いわれである。 鵐
しとど

の窟
いわや
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（ １ ） 室町幕府の成立

後醍醐天皇は、 公家中心の政治を 行い、 恩賞も 武士よ り も 公家に多かっ たた

め武士の不満は高まっ ていっ た。 そのよ う な中で、 武士の信望を 集めた足利尊

氏は、 1338（ 暦
り ゃく

応
おう

元） 年に光
こ う

明
みょ う

天
て ん

皇
のう

を 立て北朝と し 征夷大将軍と なり 幕府を 開

いた。 こ のこ と から 吉野に逃れた後醍醐天皇の南朝と の約 60 年間の南北朝の対

立が始まるこ と になる。 土肥氏は北朝方に属し た。

尊氏は、 京都に幕府を 開いたが、 東国、 特に鎌倉は武士政権にと っ て重要な

地であるこ と を 考え、 支配する ために鎌倉に長男義
よし

詮
あき ら

を おいた。 その後、 弟基
も と

氏
う じ

を おく り 関東管
かん

領
れい

と し た。 のち に鎌
かま

倉
く ら

公
く

方
ぼう

と 呼ぶよ う になり 、 こ れを 補佐す

る上杉氏を執
し つ

事
じ

と いう よう になっ た。 曾
ひ

孫
まご

にあたる持
も ち

氏
う じ

は、 1409（ 応永 16） 年

４ 代目の鎌倉公方と なっ た。 こ れを 補佐する 執事には、 犬
いぬ

懸
がけ

上
う え

杉
すぎ

氏
う じ

憲
のり

が任じ ら

れた。 し かし 、 さ さ いな領地問題で、 両氏は対立関係になり 犬懸上杉氏憲は、

幕府に対し て兵を 挙げたが敗北する 乱が起き た。 土肥氏は氏憲方と し て乱に参

加し たために領地は完全に没収さ れ、 その領地は持氏方と し て功績があっ た駿
する

河
が

駿
すん

東
と う

郡
ぐ ん

の大
おお

森
も り

頼
よ り

春
はる

に与えら れ真鶴も 大森氏の支配下に入っ た。 こ こ に土肥氏

による土肥の領主と し ての 250 年間が終わるこ と と なっ た。

（ ２ ） 戦国の世

北
ほう

条
じ ょ う

早
そう

雲
う ん

は、 1487（ 長享元） 年駿河守護今川氏の家督争いで、 姉（ 妹と も い

われる） の子今
いま

川
がわ

氏
う じ

親
ち か

に敵対し ていた今
いま

川
がわ

範
のり

満
みつ

を 討ち 滅ぼし 、 その功によ っ て

駿河に所
し ょ

領
り ょ う

を得た。 そし てそれを 足がかり と し て 1493（ 明応２ ） 年に伊豆に攻

め込んでこ れを 平定し た。 翌年小田原城主の大
おお

森
も り

氏
う じ

頼
より

がなく なり 、 子の藤
ふじ

頼
と も

が

跡を 継いだが氏頼の存在が大き かっ た分、 どう し ても 家
か

督
と く

相
そう

続
ぞく

の時期は家中が

不安定になる。 早雲は、 こ れを 好機と し て小田原城を 攻略し 、 大森氏を 追い落

と し た。 その結果真鶴も 北条氏の支配下に入っ た。 早雲後氏
う じ

綱
つな

・ 氏
う じ

康
やす

・ 氏
う じ

政
まさ

・

氏
う じ

直
なお

と 続き 下
し も つけの

野国
く に

と 常
ひた

陸
ちの

国
く に

を のぞく 関東一帯と 伊豆を 領地と する 有力な戦国大

名と なっ た。 中心地小田原城は、 中国地方の大内氏の城下町山口と と も に当時

の代表的な城下町と し て栄えた。 し かし 天下統一の事業が織田信長から 豊臣秀

吉と 受け継がれ進めら れ、 北条氏は豊臣秀吉に帰属するこ と を 拒んだため 1590

（ 天正 18） 年３ か月の籠
ろ う

城
じ ょ う

の末滅亡し た。

鎌倉幕府は滅亡し た。 京都には鎌倉幕府が置いた六
ろ く

波
は

羅
ら

探
たん

題
だい

があっ たが５ 月８

日、 足
あし

利
かが

尊
たか

氏
う じ

はこ れを滅ぼし 、 ６ 月後醍醐天皇は建
けん

武
む

の新
し ん

政
せい

を始めた。

こ の新政は、公
こ う

武
ぶ

合
がっ

体
たい

の政治をめざし たが武士の支持を失い、3 年で失敗し た。
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（ ４ ） 北条氏の村の支配

早雲は、 戦国大名と し ては早い時期に検地を 実行し ている。 小田原城を 取っ

て 11 年後の 1506（ 永生３ ） 年に小田原近辺での検地帳「 小田原衆所領役帳」

の小
お

田
だ

原
わら

衆
し ゅう

南
なん

条
じ ょ う

右
う

京
き ょ う の

亮
すけ

の条に

一　 南条右京亮

　 　 八十壱貫三百文 　 　 　 　 　 　 西郡 　 宮　 地

　 　 比内　 廿三貫三百文　 　 有物丙寅検地辻

一、 可信仏神事

一、 朝早可起事

一、 夕早可寝事

一、 読書事

一、 火用心事

と ある。 し かも 宮地は湯河原町宮上・ 宮下と 推定さ れる。 こ の年、 小田原北の

松田惣
そう

領
り ょ う

（ 松田町）でも 検地が行われているので真鶴町でも 行われた可能性がある。

また早雲が出し たと さ れる「 早雲寺殿 21 ヶ 条」 には

など領内の誰も が守ら なければなら ないこ と が決めてある。

（ ３ ） 北条氏の家臣の支配

早雲は、 家臣に所領を あたえる 時、 ある地域に何カ 所も まと めて与える ので

はなく 、 一カ 村単位に各地に分散し て与えたり 、 村の半分と か三分の一と かに

分けて一カ 所の大き さ を 小さ く し て各地に分散さ せたり する 方法を と っ た。 こ

れはまと めて所領を 与えれば家臣が自分の力だけで支配する こ と が容易だが、

遠く にあれば今までに縁がなかっ た村の有力者や北条氏の力に依存し なければ

なら ず、 家臣の独立心をそぐ こ と や、 謀反を防ぐ こ と にねら いがあっ た。

また、 早雲は直
ちょ っ

轄
かつ

地
ち

を 各地に設け一カ 所に集中さ せなかっ た。 港や交通の要

所の宿場町、 材木などの産地を 押さ える 必要があっ たし 、 恩
おん

賞
し ょ う

を 直轄地の内か

ら 与える便宜を 考えたから である 。 直轄地の全体像はわから ないが、『 小
お

田
だ

原
わら

衆
し ゅ う

所
し ょ

領
り ょ う

役
やく

帳
ちょ う

』 には、 小田原衆の所領は書き 上げてある ので、 そこ に記
き

載
さ い

さ れてい

ない村は直轄地の可能性が高い。 そう する と 、 岩・ 真鶴は帳面に記載さ れてい

ないので直轄地であっ たと 考えら れる。
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（ ５ ） 水産業

頼朝一行が、 岩浦・ 真鶴岩が

崎から 船出し た と いう こ と は、

鎌倉時代から 漁労活動があっ た

こ と を 示し ている。 水田も なく 、

畑も 十分と いえない。 衣類や食

器類も 自給でき なかっ たであろ

う から 、 魚介類の取り 引き は早

く から 行われたであろ う 。 小田

原が北条氏の城下町と なっ て相

模第一の都市と し て、 さ ら に関

東第一の都市と し て発達する よ

う にな り 、 多く の家臣、 商工業

者などの集住する 消費都市と なっ た。 岩・ 真鶴の漁業はこ こ への魚介類の供給

地と し てより 発展する時代を 迎えたと いえる。 1564（ 永禄７ ） 年に岩・ 真鶴に

ださ れた、 北条家朱印状（ 岩・ 真鶴地域における 最古の文書） は、 こ のよ う な

背景のも と に出さ れ、 内容から 、「 岩・ 真鶴は魚・ 鮑
あわび

・ 海
え

老
び

を売買し ていた。 また、

その際に支払いに使われる銭を めぐ っ て売り 手と 買い手の間で争いが発生し た。

当時広く 銭が使われていたが、 さ まざまな種類の銭が出回り 統一し た貨幣はな

かっ た。 買い手は悪
あく

銭
せん

（ 私
し

鋳
ちゅ う

銭
せん

・ われ銭など） で支払おう と し 、 岩・ 真鶴の人々

が精
せい

銭
せん

での売買を 命じ てく れる よ う に北条氏に訴え認めら れた」 と いう こ と が

わかる。

北条家朱印状（真鶴町教育委員会所蔵）

（ ６ ） 石材業

真鶴町は、 小松石の産地と し て有名である が、 石材業の歴史は古く 、 岩地区

を中心と し ての採掘は 12 世紀末に起こ っ た『 保元・ 平治の乱』 の後、 土
つち

屋
や

格
かく

衛
えい

が始めたと さ れる。 また、 それより 更に古い奈良時代に、 こ の近辺で採れたと

思われる石材が岐
ぎ

阜
ふ

県
けん

養
よう

老
ろ う

郡
ぐ ん

龍
り ゅ う

淵
えん

寺
じ

で使われたと も いわれている。 広く 用いら

れ始めたのは鎌倉時代から だが、 山から 石の切り 出し が、 初めて文書に見ら れ

る のが 1568（ 永禄 11） 年の北条氏康朱印状である。 そこ には石切職人佐
さ

右
う

衛
え

門
も ん

五
ご

郎
ろ う

・ 善
ぜん

左
ざ

衛
え

門
も ん

の二人に次のよう に命じ ている。

「 土肥屋敷のう し ろの山石、 こ の度善左衛門見立て申す切石、 御土蔵の根
ね

石
いし

に、

南条・ 幸
こ う

田
だ

申すごと く 、 こ れを 切り 申すべく 候。 公用の儀、 両人前よ り 請取り

申すべき も のなり 。」 と 書かれている 。 いずれにし ても 戦国時代を 迎えて飛躍的

に発展し たと いえる。
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５  江戸の時代

（ １ ） 江戸幕府の支配

1603（ 慶長８ ） 年征夷大将軍になり 徳川家康は、 江戸幕府を 開いた。 大名を

徳川家と の関係によ っ て、 親
し ん

藩
ぱん

・ 譜
ふ

代
だい

・ 外
と

様
ざま

の三種に分け、 江戸に近い地方や

経済的・ 戦略的に重要な地域には親藩・ 譜代大名を 配置し て、 外様大名を けん

せいし た。 特に全国に配置し た大名の統制には力を 注ぎ、 武
ぶ

家
け

諸
し ょ

法
はっ

度
と

の違反者

を 厳し く 罰し たため、 大名の取り つぶし や国替えが数多く 行われた。 こ の政策

は小田原藩も 例外ではなかっ た。 第１ 期大久保時代・ 第１ 期番城時代（ 譜代大

名が交替で治める ）・ 阿部時代・ 第２ 期番城時代・ 稲葉時代・ 第２ 期大久保時代

と めまぐ る し く 領主が変わり 、 政治が移り 変わっ た。 そし て幕藩体制と 呼ばれ

た江戸幕府は、 各種の統制を厳し く し て幕府の基礎固めを行っ た。

1591（ 天正 19） 年小田原城主と なっ た大久保忠世は、 すぐ に検地を 行っ た。

田畑や居屋敷ごと の生産高を 調べ、 耕作人を 明確にし た。 その結果年貢の量が

はっ き り と し 、村の生産高がわかり 、村の規模ばかり か村の範囲、村の境をも はっ

き り と さ せた。 また耕作人と し ては、 農村に居住し て多く の農民を 使
し

役
えき

し てい

た土
ど

豪
ごう

や地
じ

侍
ざむら い

などを『 百姓身分』 と し て確定し その支配下の農民に行っ ていた

1590（ 天正 18） 年小田原北条氏が滅んだその月に徳川家康は関東に入っ た。

北条氏の本拠地であり 東国の押さ えである小田原城を 治めるこ と になっ たのが、

徳川 16 将の一人と し て歴戦の軍歴があっ た、大
おお

久
く

保
ぼ

忠
ただ

世
よ

である。 以後足柄上郡・

足柄下郡の両郡は小田原藩の所領と なっ た。

・ 土屋格衛の伝説

町内岩の小
こ

字
あざ

専
せん

祖
ぞ

畑
ばた

に石工先祖碑が建てら れて

いる。 江戸時代も 末期の 1859（ 安政６ ） 年に再建

さ れたも ので、 町の重要文化財に指定さ れている。

そこ には、 土屋格衛が保元・ 平治の乱を さ けてこ

の町にやっ てき て石工を 創業し た。 そし て鎌倉幕

府ができ ると 、 そこ に大石を納め、 1457（ 長禄元）

年太
おお

田
た

道
ど う

灌
かん

が桜田に城を 築く 時、 石を こ の地に求

めたこ と から 、 岩村産出の石が天下に顕
あら わ

れる こ と

になり 石材業が発展し た。 そのため文明年間（ 1469

～ 1487） に初めて格衛を 称える石碑を建て祭
さ い

祀
し

を

行っ たが元
げん

亀
き

・ 天
てん

正
し ょ う

（ 1570 ～ 1592） の乱で壊れてし まっ た。

石工先祖碑
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（ ２ ） 水産業

江戸幕府が開かれ小田原城下が東海道の主要な宿場町と し ての機能を 整え発

展するこ と によっ て、 岩・ 真鶴の漁業も 発展し てき た。 1686（ 貞享３ ） 年大久

保氏が再び領主になっ た当時の小田原城下の様子を伝える 「 小
お

田
だ

原
わら

町
ちょ う

明
めい

細
さ い

書
かき

上
あげ

」

には、 寛
かん

文
ぶん

・ 貞
じ ょ う

享
き ょ う

のこ ろ 小田原城下に集約さ れた魚介類を 売り さ ばく ために魚
さ かな

座
ざ

が作ら れており 、 販売・ 運送を 一手に引き 受け、 江戸への荷送り を も 行っ て

いたと 書かれている。

ま た、 ある 特定の漁主や漁法

によ っ て発展し ていく 例がある。

その良い例が真
まな

鶴
づる

村
むら

尻
し っ

掛
かけ

浦
う ら

で行

われたボラ 網漁で ある。 ボラ 網

漁は、 紀
き

伊
いの

国
く に

海
あ

士
ま

郡
ぐ ん

大
おお

崎
さ き

村
むら

の田
た

広
ひろ

予
よ

次
じ

兵
べ

衛
え

が江戸へ上る 途中、

難
なん

風
ぷう

を 避け真鶴湊に停泊し て い

た時、 沿岸を 回遊する おびただ

し いボラ を 発見し その漁獲を 思

いつき 、 1637（ 寛永 14） 年真鶴

村尻掛浦を見立てボラ 網漁の漁場を開発し たのである。

も う ひと つは鯛
たい

長
なが

縄
な わ

漁
り ょ う

である。 こ れは、 1643（ 寛永 20） 年相
さ が

模
みの

国
く に

三
み

浦
う ら

郡
ぐ ん

長
なが

井
い

村
むら

長
ちょ う

左
ざ

衛
え

門
も ん

が請け負っ たのがはじ めてである。 し かし 、 不漁であっ たため請

負を中止し たと こ ろ 、 和
いず

泉
みの

国
く に

堺
さ かい

少
し ょ う

林
り ん

寺
じ

町
ちょ う

漁
り ょ う

師
し

、 池
いけ

田
だ

弥
や

惣
そう

兵
べ

衛
え

が藩の許可を得て、

鯛長縄請負と なり 真鶴宮ノ 前に漁師小屋を 建て、 始めた漁である。 こ のよ う な

他国漁民のボラ や鯛と いう 特定漁種の請負漁業の開始と 共に本格化し 大規模な

漁業と 成っ ていく こ と になる。

その後 1824（ 文政７ ） 年根子才（ ねこ せ） 網と いう 今でいう 定置網の一種が、

真
まな

鶴
づる

村
むら

五
ご

味
み

台
だい

右
う

衛
え

門
も ん

によ っ て張り 立てら れる こ と になる。 こ の網のこ と を 別名

ねこ そぎ網と も いっ た。 こ の網は次第に近隣に普及し その後改良型の天
てん

保
ぽう

大
おお

網
あみ

支配権を 奪う こ と と なっ た。 そし て一地一作人の原則によ っ て農民が可能な限

り 検地帳に記載さ れるこ と になっ た。

こ う し て村は『 百姓』 だけが住む村と なっ た。 村と いう 単位が政治を 行っ て

いく 上での基礎単位と なっ たのである。 武士のいない村で安定的に年貢などを

徴収するために有力な農民を村
むら

役
やく

人
にん

と し て取り 立て自ら の支配下に組み入れて

いっ た。
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（ ３ ） 石材業

真石切が産業と し て確立するには、

　 １ ． 石の質が良いこ と 。

　 ２ ． 多量の石が採れるこ と 。

　 ３ ． 石材の需要地が近いこ と 。

　 ４ ． 石材の運
う ん

搬
ぱん

に便利であるこ と 。

が重要な条件である。 石の採掘場所のこ と を 石
いし

丁
ちょ う

場
ば

と 呼んでいた。

江戸時代の石丁場は、 だいたい３ つの形態に分か

れる。

まずは譜大名が直轄する御
ご

用
よ う

丁
ちょ う

場
ば

である。

次は民営の石丁場。

最後は商人資本による石丁場である。

採掘さ れた石材は、大石は牛
ぎっ

車
し ゃ

、小石は修
し ゅ

羅
ら

人
にん

足
そく

によっ て運搬、船積みさ れた。

真鶴の石切が大き く 発展し たのは江戸城の大
だい

普
ふ

請
し ん

であっ た。 こ の大普請には主

に西国の大名が動員さ れた。大名たちは建築用材の調達に奔
ほん

走
そう

するこ と になるが、

中でも 城の基礎と なる 石材の確保は大き な問題であっ た。 そし てその確保にあ

たっ て注目さ れたのが、 真鶴を 含む伊豆半島東岸一帯である。 東岸一帯に集中

し たのは、 西風によ る 運搬に都合が良かっ たから である。 そし て産出さ れる 石

の品質が良く 、 江戸に近かっ たと いう 条件も 重なっ て絶好の要地と し てク ロ ー

ズアッ プさ れたのである。

江戸城の築
ち く

城
じ ょ う

にたずさ わっ た主な大名は、 池
いけ

田
だ

輝
て る

政
まさ

・ 福
ふく

島
し ま

正
まさ

則
のり

・ 加
か

藤
と う

清
き よ

正
まさ

・

毛
も う

利
り

秀
ひで

就
なり

・ 細
ほそ

川
かわ

忠
ただ

興
おき

・ 黒
く ろ

田
だ

長
な が

政
まさ

・ 鍋
なべ

島
し ま

勝
かつ

茂
し げ

・ 蜂
はち

須
す

賀
か

至
よ し

鎮
し げ

などのおよ そ 30 から

成る 外様大名であっ た。 各大名は、 家臣や切り 出し 人夫を 派遣し 百人ほどで運

ぶほどの石材を 切り 出せ、 石
いし

船
ぶね

一
いっ

艘
そう

に二つずつ積
せき

載
さ い

さ せ江戸に運搬さ せた。 石

を 積む船の数は三千艘、 それが一月に二度江戸に搬送に向かう のだから 概
がい

算
さ ん

し

口開け丁場

が張り 立てら れた。

こ の網は、 大魚は鮪
まぐろ

・ 鰤
ぶり

・ 鰆
さ わら

・ 鰹
かつお

の類
たぐ い

から 小魚は鯖
さ ば

・ 鰯
いわし

・ シラ スの類まで漏

ら すこ と なく 捕
ほ

獲
かく

でき た。 網の構造も 今までと は違い、 比較になら ないほど巨

大であり その費用も 多額の資金を要し 、 共同し て網を あつら え漁を おこ なっ た。

漁獲さ れる量は多種に及ぶため、「 毎年得る所の魚、価千金に及ぶ」 かわり に「 近

村是が為に漁魚を 減ずる に至る」 と いわれた。 また、 漁場の広さ に比べ網数の

多さ も あり 漁獲量は減少し 不漁が続く よう になっ た。
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ても 月に一万二千個、 一年でおよそ十五万個も の石材が運送さ れたこ と になる 。

こ のと き の石の積み出し 方法には次のよう な記録が残っ ている 。「 先年、 江戸御

城石垣につかせら るる によ っ て、 伊豆の国にて大石を 大船に積を 見し に、 海中

へ石にて島を つき 出し 、 水深深き 岸に船を 付、 陸と 船と の間に柱を 打渡し 、 船

を う こ かさ す、 平地のこ と く 道を つく り 、 石は台にのせ、 船のう ち にまき 車を

仕付て網を 引、 陸にては手こ 棒を 持て石を おし やり 、 船にのする。 船中にまき

車の工み奇特なり 」（『 慶
けい

長
ちょ う

見
けん

聞
ぶん

集
し ゅ う

』 より ）

普請開始当時の、 真鶴一帯における 丁場ははっ き

り し ないが、 1614（ 慶長 19） 年になると 具体的な採

石の場所がはっ き り し てく る 。 土
と

佐
さ

山
やまの

内
う ち

家
け

の『 山内

文書』 に「 大
おお

が窪
く ぼ

」 丁場、 岩村の「 岩谷」 丁場の名

前を 見る こ と ができ、 こ れが江戸時代に見ら れる 具

体的丁場と し てのはじ めである。

1672（ 寛
かん

文
ぶん

12） 年の真鶴村の明
めい

細
さ い

帳
ち ょ う

に、 水戸、 尾

張、 紀伊の御三家と 福岡藩主黒
く ろ

田
だ

忠
ただ

之
ゆき

が丸山丁場か

ら 切り 出し 、 その際積み残さ れた角石、 平石などが

放置さ れている と 記さ れてある 。 また町内には「 従

是東二十八間 水戸御石場」 の碑が残っ ており 町の重

要文化財に指定さ れている。 こ のこ と は丸山丁場で

水戸家が採石し ていたこ と が裏付けら れる。 御三家が江戸城の普請に本格的に

参加する のは、 1629（ 寛
かん

永
えい

６ ） 年の大普請の時であるから 、 丸山丁場で採石さ

れたのはこ のこ ろ と 考えら れる。 また、 明細帳には 1635（ 寛永 12） 年に佐賀

藩主鍋
なべ

島
し ま

勝
かつ

茂
し げ

の家臣が貴
き の

宮
みや

大
だい

明
みょ う

神
じ ん

（ 現貴船神社） に手
て

洗
あら い

鉢
はち

を 寄進し たと いう 記

載も ある。 岩村では、 福岡藩主黒田氏によ っ て開かれた口
く ち

開
あけ

丁
ちょ う

場
ば

や沢
さ わ

尻
じ り

丁
ちょ う

場
ば

な

どがある。

水戸殿石場碑

・ 鹿島踊

鹿島踊は、 小田原市石橋から 静岡県賀
か

茂
も

郡
ぐ ん

北川あたり の相模湾一帯にあり 、

現在、 鹿島踊と し て奉納さ れているのは、 根府川・ 寺山神社、 真鶴・ 貴船神社、

吉浜・ 素
そ

鵞
が

神社の３ つが知ら れている。

岩村の兒
ち

子
ご

神社で奉納さ れていた鹿島踊は、 旅の門出を 祝う 意味を も っ てい

たと さ れ、 江
え

戸
ど

城
じ ょ う

普
ふ

請
し ん

当
と う

時
じ

石
いし

船
ぶね

が岩湊を 出る 時に、 村人達がそろ っ て浜に出て

鹿島を踊っ て船出の安全を祈
き

願
がん

し たと いう 伝えが残っ ている。

江戸城普請は、 真鶴の石材業を 発展さ せる こ と になっ たが、 こ れと 並行し
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（ ４ ） 幕末時代のよう す

　 1809（ 文化６ ） 年８ 月、 真鶴村の百姓 271 人は、 連名で代々名主を つと め

る 清
せい

左
ざ

衛
え

門
も ん

と 伊
い

右
う

衛
え

門
も ん

の二人に一通の証文を 出し た。 内容は藩から 借り た借金

が返せなく なり 、 二人に肩代わり を し ても ら う 代わり に、 村における 酒の一手

売り の権限を与えるこ と を誓っ たも のであっ た。

村人の貧し さ は、 多かれ少なかれどの村も 同様であっ た。 こ れは石材業の不

振、 漁業の不振、 大地震、 富士山の噴
ふん

火
か

や川の氾
はん

濫
ら ん

などの自然災害と 貨幣経済

の浸透に原因がある。 江戸時代も 半ばを 過ぎる と 村にも 貨幣経済が浸透し 、 全

体的な生活水準のレ ベルを 押し 上げ、 富を 集める 少数の者と 貧
ひん

窮
きゅ う

し て没落する

多く の者を 生み出し ていっ た。 藩の財政も 例外でなく 、 年貢収納の頭打ち や都

市での消費生活の中で疲
ひ

弊
へい

の度合いが強く なっ てき た。 こ のよう な状況に対し

て、 幕府及び藩は質
し っ

素
そ

倹
けん

約
やく

、 風
ふう

俗
ぞく

の矯
きょ う

正
せい

などに重き が置かれ産業を 育成する な

どの具体的なも のはあまり 見ら れなかっ た。

貨幣経済の中に組み込まれ埋没し てし まっ た真鶴がふたたび脚光を 浴びる こ

と になるのが、 ロシアのラ ッ ク スマンが 1792（ 寛政４ ） 年に蝦
え

夷
ぞ

地
ち

の根室に来

航し 、 通商を求めに来たこ と により 、 幕府が海防の重要性を意識するよう になっ

て 江戸に 集住する 各大名達の屋敷や

町作り のた めの需要は拡大し て い っ

た。 ま た 建築用だ け で な く 庭園用と

し て、 墓
はか

石
いし

と し て 多方面に 供給さ れ

た。 公
こ う

儀
ぎ

や藩の御用石と し て だ け で

な く 商売用と し て の価値も 生ま れて

き た。 し た がっ て、 石を 切り 出し 積

み出す 者と 、 そ の石を 買い 受け て 販

売する 者があ る 程度確立さ れた と 思

われる が、 あ く ま で も 小田原藩公認

と し てのみ存在し 、 藩で無断に石を 切り 出し 売る こ と は御
ご

法
はっ

度
と

と さ れていた。

江戸城の普請が終わり 、 各大名の屋敷や江戸の町作り も 一段落する と 、 石材

の注文も 減り それにと も なっ て閉鎖さ れる 石丁場も 増え、 生計が立たずに転職

を する 者、 石丁場そのも のを 売る 者も 出てき た。 し かし 、 と き に起こ る 大地震

や火災などの災害によ っ て、 石の需要が多く なる こ と も あっ た。 また、 江戸時

代の終わり に外国船が日本近海に盛んに近づく よう になり 新たな需要を 生み出

し た。

鹿島踊
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たこ と にある。 老
ろ う

中
じ ゅ う

松
まつ

平
だいら

定
さ だ

信
のぶ

は、翌 1793（ 寛

政５ ） 年自ら が相模・ 伊豆の巡
じ ゅ ん

視
し

を行い海防

プラ ンを立てた。 捕
ほ

鯨
げい

船のサラ セン号事件や

商船のモリ ソ ン号（ 商船） 事件、 アヘン戦争

の情報の中ますます海防政策の重要性を 幕府

や小田原藩は痛
つう

感
かん

し 、 海防の体制を整えるた

め 1842（ 天保 13） 年、 1845（ 弘化２ ） 年、

1850（ 嘉永３ ） 年と 相次いで海岸の調査を

実施し 、 江戸湾・ 相模湾の防備のため矢
や

掛
かけ

場
ば

・ 大
おお

筒
づつ

台
だい

場
ば

の候補地を 選定し 築造し ていっ た。 小田原藩も 領内の海岸部五カ

所の台場を築造し 、 そのひと つが真鶴村の岬
みさ き

野
の

であっ た。

1842 年の調査の報告と し て「 真鶴村の字岬野は居村よ り 30 町（ 約 3． 3 キ

ロ） ほど出っ 張っ ており 、三方が正面で後ろに御林を抱えた格別の御備場で大筒・

石火矢・ 矢掛によろ し く 、 かねてから 申し 上げている通り の要地である 。」 と さ

れた。

台場と し ての正確な設置年代については明ら かではないが、 1845 年前には築

かれていたと 考えら れ、 台場の形は台形で、 海岸に面し た南面の幅が 14 間（ 約

25 メ ート ル）、長さ が 20 間（ 約 36 メ ート ル）、北面の幅が 18 間（ 約 32 メ ート ル）

と 記録さ れている。 こ のよ う な、 台場の建設の用材に真鶴や近辺の石材が使わ

れたのだろ う 。

（ ５ ） ペリ ー来航の影響

1853（ 嘉永６ ） 年は大地震で始まっ た。 ２ 月２ 日、 マグニチュ ード 6． 2 と

いう 大地震が小田原地方を 襲っ た。 こ の地震で小田原城内では天
てん

守
し ゅ

閣
かく

を 始め多

く の建物が損壊し た。 真鶴村貴宮明神の神
かん

主
ぬし

平
ひら

井
い

丹
たん

後
ごの

守
かみ

は、 こ のと き の地震で

村方には死者はいなかっ たも のの、 江の浦で一人、 岩村で男性二人・ 女性一人

が亡く なっ たと 記録し ている。 こ の地震によ る復旧活動が軌道に乗り 始めた６

月３ 日、 浦賀沖に突
と つ

如
じ ょ

大型戦艦２ 隻を 含む４ 隻の艦隊が出現し た。 アメ リ カ の

ペリ ー艦隊である。 幕府の中
ちゅう

枢
すう

部
ぶ

は、 オラ ン ダから の情報ですでに前年には来

航を 知っ ていたと さ れる。 し かし 江戸湾の防衛線を 簡単に破ら れたこ と は大き

な衝撃を与えるこ と と なっ た。 外交・ 防衛策に大きな変更を迫ら れるこ と になっ

た幕府は、 そのはじ めと し て品川沖に台場築造する こ と に決定し た。 こ の台場

築造に用いら れた石材が、 伊豆から 根府川にいたる小田原藩の石材であっ た。

こ のペリ ー来航に伴う 海防政策の大き な緊張の中で真鶴周辺の石材業が再び
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６  近代化の始まり

（ １ ） 地方制度の整備

1871（ 明治４ ） 年４ 月４ 日、戸
こ

籍
せき

法
ほう

を制定し 、人々を身分ではなく 居住地によっ

てと ら える こ と にし た。 戸籍を 作る にあたっ て数町村で一区を 作り 戸長・ 副戸

長と いう 新し い役人を置いた。そし て、７ 月 14 日、明治政府は廃
はい

藩
はん

置
ち

県
けん

を行っ た。

こ のと き は従来の藩を 県と し ただけで、 全国に３ 府 302 県ができ 、 神奈川県域

では神奈川、 小田原、 荻
おぎ

野
の

山
やま

中
なか

、 六浦の四県が成立し た。 その後、 神奈川県と 、

大住・ 淘綾・ 足柄上・ 足柄下・ 愛甲・ 津久井郡と 伊豆国四郡・ 伊豆七島から な

る 足柄県の２ 県に統合し た。 足柄県では県庁を 小田原城内二の丸に置き、 最高

責任者には韮山出身の柏
かし わ

木
ぎ

忠
ただ

俊
と し

が権
ごん

参
さ ん

事
じ

に就任し た。 1872 年４ 月９ 日、 戸籍調

査が一段落し た頃、 新し い地方制度と し て大区小区制が設置さ れた。 足柄県で

は 11 月 24 日に５ 大区 52 小区に区分さ れた。 真鶴地域は第１ 大区７ 小区に入っ

た。

区長・ 副区長の仕事と し ては、 布
ふ

令
れい

・ 調
ちょ う

達
たつ

の布
ふ

達
たつ

、 戸籍の管理、 学校・ 訴訟・

税務などの全ての事務を 取り 扱い、 村々の戸長、 副戸長を 監督し 、 県庁への橋

渡し と し ての役割を 果たし た。 岩村では半
はん

田
だ

庄
し ょ う

右衛
え

門
も ん

、 真鶴村では熊
く ま

本
も と

太
た

治
じ

兵
べ

衛
え

が戸
こ

長
ちょ う

と なっ た。 副
ふく

戸
こ

長
ちょ う

は、 岩村で半
はん

田
だ

治
じ

兵
へ

衛
え

・ 青
あお

木
き

庄
し ょ う

兵
べ

衛
え

、 真鶴村で御
おん

守
も り

菊
き く

三
さ ぶ

郎
ろ う

・ 青
あお

木
き

定
さ だ

次
じ

郎
ろ う

・ 平
ひら

井
い

善
ぜん

右衛
え

門
も ん

がなっ た。

1875 年５ 月７ 日、 副区長・ 戸長・ 副戸長制は廃止さ れ、 新し い職制が定めら

れた。 大区は、 区長１ 名、 副区長２ 名で区内の住人の公選と し た。 小区は、 戸

長１ 名、 副戸長２ 名と し た。 村町駅には新たに里
り

長
ちょ う

と 立
たち

会
あい

人
にん

が置かれた。 共に

1873（ 明治６ ） 年１ 月28日付の「 横浜毎日新聞」 に、 次のよう な記事が掲載さ れている。

「 1872（ 明治５ ） 年11月３ 日、 岩村沖合でフ ラ ンスの書記官キルネーら の乗っ た船が風

にあおら れて転覆し たと こ ろ、 目撃し た三浦郡三崎町（ 現三浦市） の畳屋七五郎ほか５ 人の

水主の乗る船が救助し 、 真鶴村の旅宿で介抱し た。 足柄県の申請で６ 人は賞与さ れた。 」

真鶴は、 横浜居留地に住む外国人の歩行区域外であっ た。 当時は、 開国後と はいっ ても

外国人の自由な国内旅行は許さ れておら ず、 キルネーら は、 真鶴を 訪れた最初の外国人で

あっ たかも し れない。 真鶴も よう やく 海に向かっ て開かれていっ た。

大き く 脚光を浴びるこ と と なり 、 その後 1859（ 安政６ ） 年４ 月には開港場であ

る横浜の築港用と し て、 10 月には江戸城本丸火災による修築など、 石材の需要

は飛躍的に増加し た。

23

公選で県の許可が必要であり 、 任期は４ 年であっ た。

里長の仕事と し ては村町駅の代表と し て区戸長の指揮を 守っ て事務を 管理し

公布・ 布達を 遵
じ ゅ ん

守
し ゅ

さ せるこ と であっ た。 立会人は、 土地人民に関する 事件の立

ち 合いや会計監査を し 、 里長に事故があっ た場合代理を 務めた。 真鶴村では里

長に鈴
すず

木
き

啓
けい

之
の

助
すけ

が就任し 、 立会人には青
あお

木
き

丈
じ ょ う

左
ざ

衛
え

門
も ん

・ 海
う ん

野
の

亀
かめ

吉
き ち

がなっ た。 こ う

し て、 府県一大区一小区一村町駅に序列化さ れ、 村は最
さ い

末
まっ

端
たん

の行政単位と し て

位置づけら れた。

1876 年４ 月 18 日、 足柄県が廃止さ れ、 真鶴地区は神奈川県第 21 大区６ 小

区と なり 第 21 大区区長に中
なか

村
むら

舜
し ゅ ん

次
じ

郎
ろ う

、 ６ 小区長に鈴
すず

村
むら

銀
ぎん

次
じ

郎
ろ う

がついた。 村の機

構も 改めら れ神奈川県が採用し ていた村用掛・ 村用掛補助が置かれた。 岩村では、

村用掛に山
やま

本
も と

五
ご

九
く

平
へい

がなり 、 村用掛補助には青
あお

木
き

岩
いわ

三
さ ぶ

郎
ろ う

がなり 、 次いで二
ふた

見
み

嘉
か

七
し ち

が就き、 総
そう

代
だい

人
にん

に半
はん

田
だ

治
じ

兵
へ

衛
え

・ 土
つち

屋
や

惣
そう

七
し ち

がいた。 真鶴村では、 村用掛に里長

の鈴
すず

木
き

啓
けい

之
の

助
すけ

がなっ た。

1878 年７ 月 22 日、 郡区町村編制法を 公布し 府県一大区一小区一村町の序列

から 府県一郡一町村に変わっ た。 真鶴は足柄下郡に属し た。 初代郡長に内
う ち

山
やま

寛
かん

五
ご

郎
ろ う

が就いた。 町村に戸長を 公選で選び県令の裁
さ い

可
か

で決定し た。 岩村は戸長に

山本五九平、 総代人に土屋惣七、 真鶴村は戸長に鈴木啓之助、 総代人に青
あお

木
き

宇
う

七
し ち

が就いた。 小村で行政上・ 財政上不便の時、 数戸長に一つの戸長役場を 置く

こ と ができ た。 そこ で 1884 年、 岩村・ 真鶴村・ 福浦村の三か村が連合し て、 真

鶴村に連合戸長役場を置いた。 こ れ以降、1946 年まで、こ の三か村が一体と なっ

てこ の地域の行政を行っ ていく こ と になる。

1888 年４ 月 14 日に市制・ 町村制が、 1890 年に府県制・ 郡制が公布さ れ、

地方自治制度が整い真鶴地域では 1889 年３ 月 31 日、 連合戸長役場を継承する

形でそれぞれ村機能を 残し ながら 一つの村組合と し て真鶴村外二ヶ 村組合を 組

織し た。 初代組合長に福浦村の門
も ん

田
でん

良
り ょ う

甫
すけ

が、 助役に真鶴村の青
あお

木
き

定
さ だ

次
じ

郎
ろ う

、 収入

役に岩村の木
き

村
むら

兵
へい

三
ざ ぶ

郎
ろ う

が就任し た。

行政上大き な動き があっ ても 、 村の様子は幕末と 比べ大き な変わり はなかっ

た。 現在の町を 構成する 岩村と 真鶴村は、 海と 山から 成り 、 田畑の少ない小さ

な村で主に石材業と 漁業、 廻
かい

船
せん

業
ぎょ う

等で生活し ていた。 開国によ っ て江戸湾の海

防や横浜港の修築など で伸びた石材の需要が減り 漁業へ転換する も のが多く な

るなど産業面での変化が起こ り 始めてき た。

（ ２ ） 水産業

産業の中心は、 漁業と 言っ ていいだろう が、 漁業だけでの生活はむずかし かっ
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た。 そのため半農半漁が大半であっ た。 真鶴地域の場合、 半農半漁と いっ ても

農業は、 耕地面積が小さ いためみかんなどの柑
かん

橘
き つ

類
る い

の栽培も おこ なわれていた

も のの、 商品作物と し て収益を あげる までは至っ ていなかっ た。 し かも 漁業も

不安定であり 、 その分を 補っ ていたのが石材業であっ た。 いっ てみれば、 半石

半漁の村と 言っ て良いだろ う 。 一年を 通し て両方を し ていたわけでなく 石材の

需要が伸びれば石材に集中し 、 不況になる と 漁業に転換する と いう 状態であっ

た。 し かも 、 江戸城復興・ 海防のための台場・ 開港による 横浜港の築港などの

建設も 一段落し 、 一挙に石材業は衰退し てし まっ た。 こ のため、 こ れまで石材

を 生業と し ていた人は漁業に活路を 求めた。 漁場と し ての権利を 地元の村が持

つ方向になり 新し く 漁業に乗り 出そう と する 村にと っ ても 望まし い方向であっ

た。

1886（ 明治 19） 年に「 漁業組合準則」 が公布さ れ漁業従事者の組合設立を義

務づけ、翌 87 年 12 月 12 日に足柄下郡海産業組合が設置さ れ、組合相互の親和、

魚介の繁
はん

殖
し ょ く

の増進、 旧
き ゅ う

慣
かん

の保持を 組合員に求めた。 創立委員と し て岩村は半
はん

田
だ

光
みつ

造
ぞう

、 真鶴村は熊
く ま

本
も と

太
た

兵
へ

衛
え

、 福浦村は高
たか

橋
はし

荘
そう

九
く

朗
ろ う

と 連合役場の戸長門田良甫が

署名し ている。 こ の組合の設置は漁期や、 漁期における 漁具及び漁法などを 組

合員相互で細かく 取り 決めるこ と によ っ て漁業紛争を 最小限におさ える こ と に

あっ た。

1901 年に漁業法が公布さ れ、 真鶴村、 岩村では、 1903 年に漁業組合が設置

さ れる こ と と なっ た。 こ の時期の漁

業は全国的に停滞し ており 、 沿岸漁

業だけではなく 、 遠洋漁業にも 目が

向けら れた。 そし て真鶴港の池村造

船所で、 石油発動機を 使用する 遠洋

漁業船足柄丸が建造さ れ 1907 年 11
月 30 日に進水し た。

漁網では、 定置網の主流と なっ て

いた根
ね

子
こ

才
せ

網
あみ

は、 従来の網と 比べ優

良な 網で あっ た が耐久性に乏し く 、

底部の網目が大き く 魚が逃げやすい

と いう 欠陥があり 網の改良が望まれ

た。 いく つかの漁網を 取り 入れ改良

を 重ね、 そし て、 日
ひ

高
だか

式
し き

鰤
ぶり

大
おお

敷
し き

網
あみ

と

それに続く 大
だい

謀
ぼう

網
あみ

の導入は、 真鶴地
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（ ３ ） 石材業

1870（ 明治３ ） 年 12 月 14 日、 新設の工
こ う

部
ぶ

省
し ょ う

は、 明治維新後幕府が建設を始

めた横須賀製鉄所や海軍振興の為の造船所などを 接収し 建設を すすめ、 それに

必要な石材を 相州六ケ村（ 根府川・ 江之浦・ 岩・ 真鶴・ 吉浜・ 門川） の石山に

求め所轄と し た。 その結果漁業への転換を 余儀なく さ れていた石材業に再び需

要が戻り 始めた。 と こ ろ が工部省は 1873 年４ 月に突
と つ

然
ぜん

所
し ょ

轄
かつ

を 止めてし まっ た。

そのためこ れまで工部省を 通じ て行っ ていた石山の事務を統
と う

括
かつ

する と こ ろ がな

く なり 、 翌年５ 月、 六か村は結社を 作り 県庁の保護を 受け石の注文のすべてを

受ける こ と と し た石山会社が設立さ れた。 事務所を 真鶴に置いたため真鶴会社

と 称さ れた。 最初の仕事は、 陸軍省武器庫への石材の切り 出し であっ た。 さ ら

に鉄道建設用の注文が来る よう になり 事業は進展し 始めたが、 経営は思わし く

なく 廃業に追い込まれる結果と なっ た。

その後、 石山は個人経営に移っ たと 見ら れる 。 真鶴町の小
お

沢
ざ わ

喜
き

三
さ ぶ

郎
ろ う

には、

1882 年から 85 年までの間に鉄道・ 三井銀行・ 新大橋・ 東京師範学校・ 皇居な

ど上質の本小松石の注文を 受ける など需要は確実にあっ たのだが、 生産体制の

基盤は極めて弱く 村を 支える中心産業までには至っ ていなかっ た。 個人経営と

し ての石材業は、 岩村を 中心と し て行われ、 販
はん

路
ろ

も 陸軍関係や鉄道用石の需要

に支えら れ徐々に拡大し ていっ た。

1890 年岩村の土
つち

屋
や

大
だい

次
じ

郎
ろ う

ら の請願が認めら れ、 陸軍の砲台建築のため、 静岡

県賀茂郡川
かわ

奈
な

村
むら

から 足柄下郡早川村にいたる沿岸の石山が陸軍省所轄の石材採取

場に指定さ れ、 再び官営の石材採取場に組み入れら れた。 こ の工事を請け負う こ

と になっ た土屋大次郎は、 その後も 内務省土木局が行っ た横浜築港関連、 鉄道省

鉄道局工事関連などの石材の発注を受け、 東京市街電車、 横浜市電などの事業に

も かかわっ て、 岩村の石材業の発展に貢献し た。 し かし 、 土屋大次郎のよう な個

人の石材業者はまれな例であっ て、 ほかの石材業者は弱小経営のままであっ た。

域を 一挙に相模湾沿岸漁業の中心地と し て発展さ せる こ と になっ た。 日高式鰤

大敷網は、 宮崎県の日
ひ

高
だか

亀
かめ

市
いち

・ 栄
えい

三
ざ ふ

郎
ろ う

父子が 1892 年に開発し た鰤定置網漁で、

真鶴村漁業組合初代組合長青
あお

木
き

寿
じ ゅ

郎
ろ う

が、 1910 年沖網漁場に張り 立てて成功し た

こ と に始まっ た。 し かし 、 日高式鰤大敷網と 大謀網は、 網を 締めないと 魚が逃

げてし まう 欠点は同じ で、 後に落と し 網が開発さ れる までは、 何回も 締める 必

要があり 多大な労力がかかっ たと いう 。 また、こ のこ ろ二つあっ た魚市場に加え、

新たに 1922 年にでき た小田原の魚市場の力に、 こ の地域の漁業そのも のが大き

く 左右さ れるこ と になっ た。
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（ ５ ） 真鶴港の整備

真鶴港は、 江戸時代から 石材輸送の廻船の基

地と し て機能し 、 明治になっ てから も 石材運搬

船や漁船の停泊地、 小田原―熱海間の旅客用の

定期汽船も 寄港し ていた。 1887（ 明治 20） 年

には、 豆
ず

相
そう

汽
き

船
せん

会
がい

社
し ゃ

が国
こ

府
う

津
づ

に設立さ れ、 下り

は国府津―小田原―真鶴―吉浜―熱海で３ 時間

半。 上り は網
あ

代
じ ろ

―熱海―吉浜―真鶴―小田原で

４ 時間を 要し た。 ち な みに真鶴―小田原間で

は、 所要時間は上り １ 時間 20 分・ 下り 40 分で、

料金上等 10 銭・ 下等５ 銭であっ た。 その後海上交通がひんぱんになり 、 船が大

型化し てく る 中で港の浚
し ゅ ん

渫
せつ

工
こ う

事
じ

が行われた。 その後真鶴港の整備に対し て浅野

セメ ン ト を 経営する浅野総一郎と 真鶴村と の間で問題が起き たがこ のと き の村

民の感情を 夏
なつ

目
め

漱
そう

石
せき

が「 真鶴行」 の中で伝えている。 こ の真鶴港整備の問題は

実現せず 1934（ 昭和９ ） 年まで持ち越し さ れるこ と と なっ た。

鹿島踊真鶴半島より港を望む 

（郷土出版社刊『目で見る小田原・

足柄の100 年』より

（ ６ ） 鉄道の時代に

1887（ 明治 20） 年東海道線が国府津まで延長さ れ、 1889 年に新橋・ 神戸間

が全通さ れたこ と は鉄道による大量輸送の時代が来たこ と を意味し ている。

蒸気機関車は、 文明開化のシン ボルであり 、 小田原―熱海間にも 鉄道を 望む

声は大き かっ た。 し かし 、 道路改修工事さ えも 難工事であっ た。 そのため簡単

（ ４ ） みかんの栽培

神奈川県のみかん栽培は、 安
あん

永
えい

年間（ 1772 ～ 81） に足
あし

柄
がら

下
し も

郡
ぐ ん

前
まえ

羽
は

村
むら

（ 現小

田原市） で紀州産の苗木が植えら れたのが始まり と さ れている が、 曽
そ

我
が

付近で

元
げん

禄
ろ く

年間（ 1688 ～ 1704） の説も ある。 足柄上・ 足柄下郡両郡にある みかん園

のほと んどは 1908（ 明治 41） 年から 1917（ 大正６ ） 年こ ろ に栽培さ れたも の

である。 真鶴においては、 みかん栽培の発達は、 大正の時代から と 思われるが、

中
なか

郡
ぐ ん

国
こ く

府
ふ

村
むら

から 移り 住み現在真鶴町岩にすむ松本家の祖先が、 明治 15 年頃に植

えたのがその草分けと さ れている。

明治の終わり 頃までは、 神奈川県のみかんに対する評判は悪く 、 品質から い

えば形は小さ く 酸味が多く 京浜地方に出荷し ても 果物扱いさ れなかっ たほどで

あっ た。 し かし 相
そう

州
し ゅう

柑
かん

橘
き つ

同
ど う

業
ぎょ う

組
く み

合
あい

を 1913 年に創立し 、 販売容器の改良、 病害虫

防除の徹底、 柑橘の海外輸出を 事業目標と し た。 こ の中で海外輸出は足
あし

柄
がら

上
かみ

郡
ぐ ん

山
やま

北
き た

村
むら

村民によっ てアメ リ カ への輸出が開始さ れた。
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な鉄道の形と し て馬
ば

車
し ゃ

鉄
てつ

道
どう

・ 軽
けい

便
べん

鉄
てつ

道
ど う

・ 軽
けい

便
べん

馬
ば

車
し ゃ

鉄
てつ

道
ど う

など のいろ いろ な案が出さ れ、 最も 経費がか

から ない幅 61 センチメ ート ルの二本のレールの上

を ６ 人ほど の乗客が乗る 車体を 人が押し て進む人
じ ん

車
し ゃ

鉄
てつ

道
ど う

案にま と まっ た。 そし て 1892 年に、 豆
ず

相
そう

人
じ ん

車
し ゃ

鉄
てつ

道
ど う

株
かぶ

式
し き

会
がい

社
し ゃ

ができ 、 95 年７ 月 10 日、 熱海

―吉浜間が、 翌年３ 月 12 日に吉浜―小田原間が開

通し よ う やく 全線が開通する こ と になっ た。 こ の

豆相人車鉄道は小田原―熱海間全長約 25 キロを約

４ 時間で結び、 運賃は 1889 年で、 下等 50 銭、 中

等 75 銭、 上等１ 円で、 こ のこ ろ の東京の日雇い労働者の一日当たり の賃金が

33 銭であっ たから 、 下等と いえども 庶
し ょ

民
みん

の気楽な乗り 物ではなかっ た。 し かし

こ の鉄道は大量輸送に限界があり 動力化が求めら れた。

1906 年に動力変更の認可が下り たのを機に、 社名を熱海軽便鉄道株式会社に

改称し 、 軌道の幅も 76． 2 セン チメ ート ルに拡張し 1907 年に軽便鉄道の営業

が開始さ れた。1910 年８ 月の時刻表によれば、１ 日４ 往復、所要時間は３ 時間弱。

1912（ 明治 45） 年の改正時刻表によれば運転本数は７ 往復に増え、 時間も ２ 時

間 15 分前後に短縮さ れた。 人車鉄道に比べて時間は短く なっ たも のの設備の不

備や運転技術不足から 、 たびたび事故を 起こ し 発車時刻が不規則で所要時間も

当てになら ず乗客の評判は悪く 、 改修工事の交渉の問題や機関車から 出さ れる

黒煙などから 沿道の住民の評判も 悪かっ た。

1915（ 大正４ ） 年、 国は国府津―熱海―沼津間に熱海線を敷
ふ

設
せつ

するこ と を 決

定し 、 停車場は、 小田原、 根府川、 真鶴、 湯河原、 熱海、 三島が候補地になっ た。

1919 年に小田原駅が開業すると 、 小田原―真鶴の工事が本格化し た。 1922 年

の江之浦と 岩村と の間にある長坂山のト ン ネル工事と 岩村から 真鶴村にいたる

断
だん

崖
がい

切
き り

崩
く ずし

工
こ う

事
じ

が難工事であっ た。 それでも こ の年が終わる 前に熱海線小田原―

真鶴間が開通し 、 同時にこ の区間の軽便鉄

道は廃止さ れた。

真鶴駅の開業は、 周辺町村にも 大き な影

響を 与え、 湯河原・ 熱海・ 伊東などの旅館

は、 価格の安さ と サービ スのよ さ で人気を

集め繁
はん

盛
じ ょ う

を 極める よ う になり 、 真鶴駅は終

点と し て湯河原、 熱海への温泉客、 伊豆東

部への旅客の乗降場と なっ て関東大震災ま

人車鉄道

軽便鉄道
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（一） 心にとめよ　大正は　11年の暮れの月

　　　 21日のあさぼらけ 　ひびく汽笛 　その音おば

（二） 文化のあゆみ　いとおそき　われらの村の入り口に

        さけぶ天使の　声を聞け　汽車よ文化を　積み来れ

（三） 膝の栗毛に鞭打ちて　山路たどりし　昔より

        待てるはこれぞ　今日の日ぞ歌えや歌え　もろ人よ

（ ７ ） 教育の普
ふ

及
き ゅ う

明治政府は、 廃藩置県後、 1872（ 明治５ ） 年に学制を 公布し 国民皆学を めざ

す公教育制度の基本を 定めた。 し かし 、 学校設立の経費はすべて国民の負担と

さ れ授業料も 生徒の負担であっ たため実現は容易ではなかっ た。 真鶴地域の学

校設立に関する 資料は関東大震災でほと んど 失われ不明である ため、 真鶴小学

校の『 創立八十年記念』 などから まと めると 次のよう になる。

1873年 真鶴村と 岩村と の連合で立
り っ

成
せい

社
し ゃ

が設立さ れた。 校舎は真鶴村常泉寺が用いら れ、 教

員には住職の福
ふく

岡
おか

藩
はん

牛
ぎゅ う

がなり 、 村内の４ か寺の住職が交代で授業を行い生徒は８ 名で

あっ た。

1875年 立成社が真鶴学校と 改称さ れ、 川
かわ

村
むら

正
まさ

信
のぶ

が校長と し て赴任し 教員は４ 名と なる。

1882年 真鶴学校は、 現在のまなづる小学校の位置、 真鶴町天
てん

井
い

の地
ち

に板ぶき 平屋建て、 ６

教室から なる校舎を 建築し て移転し 、 岩村如
にょ

来
ら い

寺
じ

に真鶴学校の分校が開校さ れた。

1890年 小学校令が公布さ れ、 はじ めて尋
じ ん

常
じ ょ う

小
し ょ う

学
がっ

校
こ う

、 高等小学校と いう 名称が生まれ、 こ の年

10月27日、 真鶴小学校分校を改め尋常岩小学校が独立し 、 こ の日を開校記念日と し た。

1897年 尋常岩小学校は、 岩村台の坂、 長
ち ょ う

昌
し ょ う

院
いん

内に校舎を新築移転。

1898年 ２ 階建て10教室の尋常高等真鶴小学校新校舎が落成し 、 その11月７ 日を 開校記念

日と し た。

でにぎわっ た。 当時発行の交通時報の見出し

には、 開通を 祝っ て「 今日の盛典、 鉄道大臣

以下、 主客千余名、 昼は人の山、 夜は光の海」

と 報道し ている。 真鶴駅の開業の祝賀会に参

加し たのは、 真鶴の人々だけではなく 、 吉浜

小学校の児童も 真鶴駅の開業を 喜び、 次のよ

う な歌を歌っ て旗行列に参加し た。
真鶴駅開業祝賀会
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明治から 大正にかけての学校生活の思い出をその時代に学生だっ た方は次のよう に語っ

ている。

・ 親族はみんな着物で、 式の時ははかまをつけまし た。 履き 物も ぞう り がほと んどで、 麻

う ら ぞう り 、 わら ぞう り です。 わら ぞう り は自分の家で作っ たも のでし た。

・ 遠足で小田原や熱海の町を 見学に行き まし たが、 全部歩き でし た。

・ 高台にあるので、 学校で使う 水は全部近く の池村さ ん（ 真鶴橋際） の井戸から 運んでき

まし た。 水を 運ぶのは女子の仕事です。 男の子はラ ンプそう じ が仕事でし た。 兵式体操

と いう のがあっ て、 銃を持っ て野外演習を し まし た。

７  関東大震災

（ １ ） 災害のよう す

岩村の石材商土屋家の日記には、「 朝

雨後晴、大地震、自然ノ 威力ニタ マゲル。

全ク 魂消エ  云フ 可キ言葉無シ、此ノ 夜、

藪中ニ夜ヲ 明ス」 と あっ た。

朝方の大雨が止むと 日が照り だし 、

夜来の雨に湿気と 残暑の日照り で、 蒸

し 暑い夏の日が戻っ てき た。 子ど も た

ち は、 夏休みが終わり ２ 学期の始業式

に臨み 11 時過ぎには学校には子ども の姿が見えなく なっ ていた。

暑さ は子ども たちを 海へ誘い、 正午を すぐ に控えた 11 時 58 分は、 多く の家

が食事の準備や早い昼食の最中であっ た。 突然下から 突き 上げるよ う な揺れが

起き 、 まも なく 横揺れが襲
おそ

っ た。

家屋や電柱の倒
と う

壊
かい

が猛
も う

烈
れつ

な土
つち

煙
けむり

を 引き 起こ し 、 土砂崩れも 次々と 発生し 、 一

時はこ う し た煙等で雀やカ ラ スも 飛ぶこ と ができ ずに空から つぎつぎと 落ち て

き た。 真鶴港一帯では、 こ の段階でかなり の人が海に目を 転じ そこ で起き てい

関東大震災が起き た 1923（ 大正 12） 年は、 国の内外共に大き なう ねり の中

の時期であっ た。 国際社会では、 第１ 次世界大戦処理のためのパリ 講和会議を

経て、 国際連盟の成立に見ら れる よ う に新たな国際秩序が生まれ、 国内に目を

向ければ第１ 次世界大戦後の戦
せん

後
ご

恐
き ょ う

慌
こ う

が起こ り 、 不況は慢性化し ていっ た。 し

かし 、 真鶴地域周辺では、 真鶴駅開業によ るにぎわいが見ら れ様々な変化と 将

来の期待を ふく ら ませていた。 そのよう な中で９ 月１ 日の突然の大災害を 迎え

るこ と と なっ た。

震災火災後の真鶴
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た衝
し ょ う

撃
げき

的
てき

なでき ごと を 目の辺

り 当たり にし ていた。 おそら

く こ のこ ろ 村のあち こ ち で出

火し ていたはずである が、 そ

のこ と の重大さ はまだ認識さ

れていなかっ た。

海を 見ていた人が目にし た

のは、 も のすごい勢いで沖に

引いていく 潮であっ た。 そう

し て今まで目にし たこ と がな

い港の底が現れ港内は潮干狩

り の時のよう に干潟ができ ていた。 潮は港の出口にあたる横根まで引いていた。

次の瞬間、 沖の水平線はまる で雲が湧き 上がる よ う に膨
ふく

れあがり 、 見る 見る う

ち に猛
も う

烈
れつ

な勢いで大波が陸に向かっ て押し 寄せてき た。 津波である。 津波は港

口から 西の浜にぶつかり 、 目の前で向き を 右に回し て磯崎にぶつかっ てき た。

こ の第一波で、港に近い家は次々と 波にのみこ まれていっ た。 潮はその後退いて、

また押し 寄せ、 退いていく と いう 動き を示し 、 津波は計３ 回やっ てきたと いう 。

火災について、 真鶴港のよう すを小田原警察署管内の震災状況誌は次のよう に

記し ている。「 同港ハ急傾斜ノ 地所ニ雛壇型ニ立並ヒ タ ル村落ナリ シガ、 震災ト 同

時ニ数カ 所ヨ リ 発火シ見ル間ニ全部落ニ燃ヘ拡ガリ タ ルモ、 元来同地ハ飲料水ガ

乏シ キ土地柄ナルト 混乱ノ 際ト テ、

消防ニ従事スル者ハナク 放任ノ 已ム

ナキ状態ニテ、 遂ニ全村殆ン ト 部分

四百四十六戸ヲ 焼失シ自然ニ鎮火シ

タ リ 」 と ある。 こ のよう な中、 旅人宿

業平
ひら

井
い

健
けん

太
た

郎
ろ う

方では、 家族９ 人が倒
と う

壊
かい

家
か

屋
おく

の下敷きになり 、 救済を求めたが

襲い来る 猛火の中どう も でき ずに全

員焼死し たと いう 痛まし い事例も 報

告さ れている。   
大津波に見舞われた真鶴の港

（ ２ ） 広がるう わさ

関東大震災の災害はも ち ろ んである が、 不幸な出来事と し て取り 上げら れる

も のに、 朝
ちょ う

鮮
せん

人
じ ん

襲
し ゅ う

来
ら い

騒
さ わ

ぎがある。 警視庁の記録によると 、 地震発生後間も なく 、
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「 富士山が爆発し た」 と か「 大津波が来る」 と いう う わさ が流れた。 さ ら に夕方

になると 東京・ 川崎・ 横浜の一部で「 社会主義者や朝鮮人の放火が多い」 と か「 朝

鮮人が来襲し て放火し た」 と いう う わさ が広がっ た。 さ ら に「 不
ふ

逞
ていの

人
やから

が来襲し

て井戸への投毒、 放火、 強盗などを する 」 と の新たなう わさ が起こ っ て、 警視

庁ではこ う し たう わさ を 事実と 信じ 、 東京市全市にこ の嘘の情報を まき 散ら し

た。 さ ら に内務省警保局長は、 ２ 日午後次の内容の電文を 各地方長官にあてて

打電さ せた。

『 東京付近の震災を 利用し 、 朝鮮人は各地に放火し 不逞の目的を 遂行せんと し 、

現に東京市内に於いて爆弾を 所持し 石油を 注ぎ放火する も のあり 、 既に東京

府下には一部戒厳令を 施行し たる が故に（ 中略） 朝鮮人の行動に対し ては厳

密なる取り 締まり を加えら れたし 。』

こ う し た状況の中で真鶴における 朝鮮人騒ぎは９ 月２ 日には、 既に始まっ て

いた可能性があり 、 朝鮮人によっ て毒がまかれる と いう ので井戸のフ タ を する

など警戒が強めら れ、 在
ざ い

郷
ごう

軍
ぐ ん

人
じ ん

を 中心に消防組なども 加わっ て若者が集めら れ

た。 その際「 何でも いいから 武器を 持っ て集合し ろ 」 と 云う こ と なので、 ロ ウ

を 塗っ た竹槍やマグロ を ひっ かける鉤
かぎ

などを 持っ て集まっ た。 さ ら に女性たち

にも 警戒が呼びかけら れ、 女性たち は目つぶし だと 言っ て手ぬぐ いに灰を 入れ

て持ち歩く 者も いた。

９ 月４ 日、 土肥村で土工同士のケンカ が朝鮮人の襲撃と 間違われ、 昼時湯河

原駅近く で休憩し ていた熱海線工事従事中の朝鮮人労働者が民衆に襲撃さ れる

事件が発生し た。 襲われた大半の者は逃げたが、 逃げ遅れた台湾人陳宝田以下

二人が殺害さ れ二人が重傷を 負っ た。 こ の騒ぎの中、 朝鮮人二人が真鶴町の城

口に逃れてき た。 警戒中の在郷軍人会分会員が二人を 見かけ、 襲い暴行を 加え

たが、 分会班長の青
あお

木
き

秀
ひで

太
た

郎
ろ う

の必死の制止で、 哀泣する 彼ら を 何と か救助でき

たと いう 事件が発生し た。

こ う し た混乱に政府は、 急き ょ ９ 月７ 日に事態収集のための法律を 公布さ せ

対処にあたっ た。 湯河原や真鶴で見ら れたよ う な事件が発生し 多く の朝鮮人や

中国人などが殺害さ れ、 そのほと んどは刑事事件の被害者と も さ れず、 また処

理さ れた場合でも その罰は非常に軽く 扱われた。 土肥村の場合は刑事事件と し

て扱われたが、 逮捕さ れた者の刑事処分は、 懲役６ か月、 執
し っ

行
こ う

猶
ゆう

予
よ

３ 年と いう

も のであっ た。

（ ３ ） 震災と 学校

関東大震災で真鶴小学校は一瞬で倒
と う

壊
かい

し てし まっ た。 新校舎建築と いう 矢先
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「 ９ 月１ 日は朝の間雨が降っ たが９ 時頃から は蒸し 暑い乍
なが

ら も 上天気と なっ た。 そし て

11時頃は涼風のそよぎも なく 、 土用を凌ぐ よう な暑い日と なっ た。 学校では第２ 学期の始

業式だけで生徒は帰し 、 各先生は翌日から の準備を 整えにかかっ た。 始業式がすんで子供

の帰り 終わっ たのは11時頃であっ た。 …岡田先生は自分のテーブルの上で 俸
ぼう

給
き ゅ う

の割り 当て

を やっ ていた。 誰が大地震の襲来などを 懸念し よう 、 皆愉快に而
し か

も 呑
のん

気
き

に仕事を し ていた。

然る に俄然の大地震に室内の職員達は戸外にと びだし たが、 逃げおほし た者は９ 人の中の

３ 人だけであっ た。 …続いて一大音響と 共に２ 階が墜落し てき たので手早く テーブルの下

にも ぐ り 込んでかたく 机の脚を つかまえら れた。 然し 第２ の振動と 共に床板は折れ、 机は

つぶれたので氏は其の下敷き と なっ た。 し ばら く は気が遠く なっ たら し い。 気が付いた時

は脚は床板か何かにき つく 圧せら れて、 脚の自由を 失っ た故動く こ と も どう するこ と も で

き なかっ た。 …自分の足のし びれを 覚えた時に事務室に当たる方にバチ～と 云う 異様な音

を 聞き 、 それと 同時に煙がはつてき た。 茲
ここ

に於いて始めて理科戸
と

棚
だな

から 発火し たこ と を 知

り 、 何と かし てのがれる工夫はないかと 考えら れた。 …猛火の中から 、 から く も 這
は

ひ出さ

れた先生は、 教室を 二ツ越へ、 便所の所を通り ぬけ、 サンゴ樹の下まで来て一安心さ れた

為か、 そこ に倒れてし まっ たのである。 何分何秒かの後に我にかへつてから 、 まだ自分に

は大切な仕事がある のを 思ひつかれた。 あゝ 御真影！と 云う 想ひは電光の如
ごと

く 先生の脳裡

に閃
ひら め

いた。 こ の位のこ と で正気を 失っ てはだめだと 叫んで、 漸
よ う や

く 起ち上つて、 小使室の後

を まはつて、 御真影奉案所の倒壊し た方面を 見き はめら れたのである。

猛火は既に二階の全部と 使丁室にう つり 、 盛んにも えてゐた。 …やむなく 血潮に染まる

手に、 両陛下の御真影を 奉
ほう

戴
たい

し て、 崩壊し たと は云う も のゝ 四五間高い石垣より すべり 落

ち、 数十間はなれた畑の中にあつた桃の木の下に、 御真影を 背負ふたまゝ 再び人
じ ん

事
じ

不
ふ

省
し ょ う

に

陥っ たのである。 」

こ のよ う な、 悲
ひ

惨
さ ん

な震災の記憶を 永く と どめよ う と 、 震災から ６ 年目にあた

る 1929（ 昭和４ ） 年９ 月１ 日、 真鶴小学校震災記念碑が建立さ れた。 倒壊し た

校舎を、 すぐ に再建する には財政的に難があっ た。 そこ でまず、 校地の跡地に

半永久的バラ ッ ク 式仮校舎を 建てる こ と と なっ た。 そし てこ の建築は 1924 年

内に完成し たが、 やはり 仮校舎では不十分であり 、 完成と と も に本格的な校舎

建設計画が始まっ た。 こ う し て 1927 年 10 月に、 総２ 階建て２ 棟、 講堂を あわ

せて約 1000 坪の真鶴尋常高等小学校の新校舎は完成し 10 月 17 日、 真鶴村が

10 月１ 日をも っ て真鶴町と なっ た町制施行と 駅港連絡県道（ 県道真鶴停車場線）

の開通式と と も に真鶴小学校落成式が小学校講堂で盛大に行われた。

岩小学校も 真鶴小学校と 同様に震災の影響は大き かっ た。 震災が起き た 1923

（ 大正 12） 年は、 ８ 月１ 日から ５ 日間にわたっ て箱根全山歩行を 天
てん

幕
まく

を 用いて

であっ た。 こ の小学校の倒壊と その後の火災によ っ て教師４ 名が殉職し た。 ま

たその時起き た岡
おか

田
だ

英
えい

治
じ

校長にまつわる でき ごと は、 長く 真鶴の人々に語り つ

がれ、「 手向草」 と いう 小冊子に、 彼の活躍を記録し ている。
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行う など、 職員も 児童も 意
い

気
き

揚
よ う

々
よう

と 新学期を 迎え

ていた。そのよう な時に大震災が襲っ たのである。

校舎は傾き 、 木造平屋建ての普通教室と 、 つい２

年前に新設さ れたばかり の裁
さ い

縫
ほう

室
し つ

・ 職員室が使用

不能と なっ た。 また校庭にも 決壊が生じ たので新

たに土地を 探し 、 校舎を 新築する こ と と なっ た。

その結果、 1924 年瀧
り ゅう

門
も ん

寺
じ

の土地を 借用し 、 そこ

に岩小学校を移転移築するこ と が決まり 、 新校舎

建築には児童たちも 活躍し 、 岩村唯一の水田を埋

め立てての建築場所に、 旧校舎の古材を 運ぶなど

し て、 同年１ 月 27 日新校舎ができ あがっ た。
震災記念碑

震災後の避難場所と し て真鶴小学校の裏庭及び付近の畑から 真鶴駅に至る 県

道沿いにかけて、 村の人口の９ 割が避難し 罹
り

災
さ い

者
し ゃ

がひし めく 中、 食料と 水の確

保から 避難生活は始まっ た。 食料については、 真鶴駅が貨物の集積場所になっ

ていて、 米の備蓄も あっ たこ と から 、 駅の許可を も ら い白米 10 俵の融
ゆう

通
ずう

を 受

け、 炊き 出し を 行い罹災者に配給し た。 飲料水の確保については、 駅裏の人は

現在の石田保育園付近の泉を、 海岸地域の人は、 亀屋の下の泉、 ある いは天神

堂の湧き 水も 利用し た。 また御林の中に「 じ んじ が井戸」 と 称さ れる井戸があり 、

こ こ を利用し た人も あっ たよう である。 震災直後の復興活動は、 青年団・ 消防団・

在郷軍人会など中心と なり 、 交通の整理、 食料の運
う ん

搬
ぱん

・ 配給等様々な分野にお

いて始まっ た。 そし て真鶴村復興会が設立さ れ、 道路の整備・ 改修を 中心と し

た土地の整理と 住宅建設・ 水道施設などが進めら れて、 それに連れて産業の復

興活動も 展開し ていっ た。

８  再生へのはじ まり

（ １ ） 切り 通し の完成

道路の整備、 改修を 中心と し た土地の

整理を 行う う えで、 技術者の不足が問題

であっ た。 そこ で県の小田原土木事務所

に技術者の派
は

遣
けん

を 要請し 三宅技師が派遣

さ れ、 1925（ 大正 14） 年、 真鶴駅と 真

鶴港を結ぶ真鶴停車場線が道幅 7． 2 メ ー

ト ルで、 新開通する こ と ができ た。 こ の 切り通し
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工事は特に真鶴橋下を 約９ メ ート ルも 掘り 下げる難工事であっ たが、 こ の切り

通し ができ て真鶴駅と 真鶴港が本格的に連絡できるよう になっ た。

ま た、 岩村でも 陸軍石丁場の払い下げを 得て、 海岸に新し い坂を 開削し て、

岩村と 真鶴駅を結ぶ岩村真鶴停車場線が 1926 年に作ら れ、 以後２ 年間の改修工

事を経て 1927（ 昭和２ ） 年に完全に工事が終了し た。 こ う し て震災復旧活動の

中で今日の真鶴地域の基
き

幹
かん

道
ど う

路
ろ

が完成し ていっ た。

（ ２ ） 上水道の敷設

真鶴村は昔から 水不足に悩まさ れてき た。 明治 20 年代から 大正末期にかけて

赤
せき

痢
り

やコ レ ラ 等が何度も 真鶴で発生し たが、 その対策上で問題と さ れたのが水

不足による 衛生上の問題であっ た。 さ ら にそのこ と を痛
つう

切
せつ

に感じ さ せたのが関

東大震災の時である。

岩村において水不足は問題になら ず 1924（ 大正 13） 年７ 月には簡易水道工

事が始まり 、 同年９ 月には完成を 見た。 こ れに対し て真鶴村では水源の確保が

大き な難題であっ た。 震災復興にあわせて水道実現を めざし たが、 水源の確保

がう まく いかず村外に水源を 求める活動が進めら れ、 1925 年７ 月吉浜村に新崎

川上流の水の引用を 申し 込んだが断ら れてし まっ た。 また、 1926 年４ 月には、

青
あお

木
き

潔
き よし

が真鶴駅裏に水路を 掘り 、 それを 用いて水道敷設も 試みたが水量不足で

失敗し た。 1927 年に入ると 江ノ 浦昌廉寺の滝の水を 引く こ と を試みたがやはり

水量不足で断念、次に湯河原に水源を求め落合橋上流の水、泉ト ンネルの中の水、

鍛
か

冶
じ

屋
や

川
がわ

の水など次々と 試みたがいずれも 日の目が見ら れなかっ た。

そこ で、 やはり 真鶴村内に水源を 求める こ と と なり 、 真鶴村海岸の湧
ゆう

水
すい

に望

みを かけ掘さ く さ れ、 磯崎海岸の湧水が水量も 多く 有望視さ れたが塩分濃度が

高く 、 県の衛生試験所の検査結果が飲料不適と なっ てし まっ た。 し かし 、 当時

の松
まつ

本
も と

赳
き ゅう

村長は真鶴には他に水源がないこ と 、 現在も 磯崎の水を 飲んでいる こ

と 、 今まで何回も 火災にあっ て消防の水がなく 困っ たこ と を 説明し 、 特別の便
べん

宜
ぎ

を願い、 何と か 1927 年８ 月 14 日に真鶴水道認可が得ら れるこ と になり 、 真

鶴村も 岩村も 水道の本格的使用に向けて水道条例を 制定し た。 そし て、 翌年５

月には真鶴町は町費を も っ て水道を 敷設する こ と を 議決し た。 こ のよ う にし て

真鶴町における 水源が確保さ れ水道が敷設さ れるこ と は、 真鶴港における 給水

を容易にするこ と と なっ た。

（ ３ ） 漁業と 漁港の修築

　 関東大震災は漁業にも 大きな被害を与えた。 し かし 、1924（ 大正 13） 年は、
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思いかけず豊漁と なり 一気に漁業に明るさ が見えてき た。 特にマグロの大漁は、

30 年来の大漁と いう にぎわいで、 従来のブリ の豊漁を し のぐ も のと なっ た。 翌

1925 年も 豊漁が続き 漁場を 増やすほどの勢いがあっ た。 こ う し た中で岩村漁業

協同組合は、同地の真崎が真鶴港より も 港内面積が広く 、防風地勢の条件も 良く 、

船泊に好適地と いう こ と で、 築港計画を立て、 1925 年、 真鶴漁業協同組合に対

抗し て３ ヵ 年計画で 10 万余円を投じ て、 120 メ ート ルの防波堤、 船
ふな

揚
あげ

場
ば

の建設、

そし て港の浚
し ゅ ん

渫
せつ

工事に取り かかっ た。 それに対し て真鶴漁港の整備は事ある ご

と に試みら れてきた。 1896, 7 年（ 明治 25、26 年） には村債 3,000 円を起こ し 、

港の浚渫を 行っ ている。 相模湾を 航行する船は、 風波の難に遭
あ

う 時は、 三崎港

よ り 以西では真鶴港に逃れるこ と が最も 便が良いこ と 、 また真鶴港よ り 西では

網代港まで良港がないこ と 。 さ ら に石
せき

材
ざ い

搬
はん

出
し ゅ っ

港
こ う

と し て利用さ れている が、 波
は

浪
ろ う

のため港は砂
さ

礫
れき

の堆積を 免
まぬが

れる こ と ができ なく 、 良港と し て保持するためには

浚渫を 怠ら ないこ と の重要性が指摘さ れていた。 こ のよ う に真鶴港の重要性と

整備の必要性についての認識は高かっ た。 さ ら に関東大震災で港が壊
かい

滅
めつ

的
てき

な被

害を 受け、 かつ地震によっ て港の一部は１ メ ート ル以上も 隆
り ゅ う

起
き

し 、 年々その深

度が浅く なり 、 港と し ては荒廃し つつある 状態であっ た。 そのう え、 ブリ 漁の

漁業権を めぐ っ て村を 二つにし ての激し い抗争が繰り 広げら れ、 真鶴港の築港

の計画を具体化でき ないでいた。 し かし 、 こ の抗争が 1926 年に一応決着を見る

と 、 築港計画はいっ き に本格化に動き 出し た。 漁港修築の計画が具体化し てく

ると と も にその費用負担が問題と なっ た。 翌 1927 年に修築に対する国庫負担の

大蔵省査定がはじ まっ たが、 折から の不況で 1928 年度は見送ら れてし まっ た。

その後何回か計画は見送ら れる こ と と

なっ たが、 結果的に着工は 1929 年 10
月と なり 、 防波堤 160 メ ート ル、 南防

波堤 50 メ ート ルの工事が始まっ た。 漁

港修築の活動を 開始し て ８ 年、 よ う や

く 完成にこ ぎ つけ 1934 年４ 月１ 日に

竣
し ゅ ん

工
こ う

式
し き

が行われ、 町中喜びに包まれた。
完成した魚市場1934（昭和９年）

（ ４ ） 教育の広がり

関東大震災は、 真鶴地域の学校に多大の人的、 物的被害を 与えたが、 学校教

育は着実に進めら れた。 学校教育を 行う 場と し て、 真鶴町には町立真鶴尋常高

等小学校・ 町立実業補習学校・ 私立学校と し て神静女学院の３ つがあっ た。 町

立真鶴尋常高等小学校は、 1928（ 昭和３ ） 年当時、 教員は校長を 含め 18 人、
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ク ラ ス数は尋常科 12 ク ラ ス、 高等科４ ク ラ スの計 16
ク ラ スで、 在籍生徒数は 755 人を 数え、 就学率はほぼ

99． 8％以上を保っ ていた。 また学校では 1926（ 大正

15） 年以来、毎年真鶴尋常高等小学校の職員の手によっ

て「 巣立ち行く 雛
ひな

鶴
づる

」 と いう 雑誌が発行さ れ、 卒業生

全員に贈ら れた。 当時のよう すを、 1931 年発行の「 巣

立ち行く 雛鶴」 に記
き

載
さ い

さ れている学校行事から 見ると 、

次のよう な特色がう かがえる。

一点めは、 母姉会、 学芸会、 全校リ レ ーが催さ れ、

学芸会には多数の参観者があっ た。 また遠泳大会、 史

跡巡り では参観者のみなら ず多数の参加者があり 、 学

校と 住民が一体と なっ て活動し 、 学校が地域と 深く 結びついている と いう 点で

ある。 二点めは、 １ 月 21 日や 23 日の天皇の御
ご

影
えい

奉
ほう

還
かん

や御
ご

真
し ん

影
えい

の拝
はい

戴
たい

に見ら れ

る よ う に学校が天皇制国家の統治体制の中にし っ かり と 組み込まれている 点で

ある。 三点めは、 新入生に入学後直ちに貴船神社に参拝さ せて興
き ょ う

学
がく

心
し ん

（ 一生懸

命に学習する こ と ） を 養わせたり 、 貯金通帳を 学校から 与え、 倹約精神を 説い

たり 学校教育そのも のが精神教育の色合いが強く なっ た点である。 最後の四点

めは、 潮干狩り 、 林間学校を 兼ねた水泳、 遠泳大会など真鶴の地域性と 関連し

て海に関する行事が多く 、 海っ 子の生活がう かがえる点である。

巣立ち行く雛鶴

９  戦争の時代へ

1931（ 昭和６ ） 年９ 月 18 日午後 10 時 25 分頃、 中国の奉
ほう

天
てん

北方の郊外、 柳
り ゅ う

条
じ ょ う

湖
こ

付近で満州鉄道の爆破事件が起き た。 いわゆる満州事変の始まり で、 1945

年の敗戦までの戦争の時代に入っ ていっ た。

（ １ ） 戦争中のく ら し

満州事変は、 真鶴地域に暮ら す人から 見れば遠い地域のでき ごと であっ た 。

し かし 、 同年 11 月３ 日に発会式を あげた国民国防同盟が献金運動を 組織し、 鉄
てつ

兜
かぶと

献
けん

金
き ん

が全国的に盛り 上がる と 真鶴地域にも その影響が及んでき た。 こ のよう

な軍への献金運動は、 人々の意識を 戦争に結びつける 役割を はたし 、 真鶴地域

でも 戦争の影を感じ るよう になっ た。

1933 年に行われた関東防空大演習では、 敵
てき

機
き

空
く う

襲
し ゅ う

に備えると し て、 陸上のみ
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なら ず海上でも 灯
と う

火
か

管
かん

制
せい

がし かれる こ と になっ た。 次第に日常の生活の中に戦

争の姿が見え始めてき た。 1935 年になると 、 在
ざ い

郷
ごう

軍
ぐ ん

人
じ ん

会
かい

や愛国婦人会・ 国防婦

人会の活動が活発と なっ てき た。 1936 年には、 軍事意識を高める目的で陸・ 海

軍に関する映画会と 講演会が実施さ れた。

1937 年７ 月７ 日夜、 夜間演習中の北京市郊外の盧
ろ

溝
こ う

橋
き ょ う

での事件をき っ かけに

中国と の全面戦争に入っ ていっ た。 そし て中国国民党と 中国共産党は提携し 一

つの指揮系統下で日本軍と 戦う こ と と なっ た。 こ う し た戦
せん

闘
と う

の激
げき

化
か

は戦
せん

死
し

公
こ う

報
ほう

と いう 形で伝えら れるよう になり 、戦場に送り 出さ れる人、無事の生
せい

還
かん

を喜ぶ人、

一方で無言の帰還を する 人など様々な人を 駅頭で見る こ と によ り 一層戦争の実

感が強まる こ と と なっ た。 そし て出
し ゅ

征
せい

兵
へい

士
し

の見送り 、 凱
がい

旋
せん

兵
へい

士
し

の出迎えに駆り

出さ れたのが、 小学校の児童・ 生徒や職員で、 その頻
ひん

度
ど

は次々と 増し 、 戦争へ

の認識を 大き く 変化さ せた。 青年たち は地元にあっ て銃後の意識を 高めよ う と

口明石及び用留にある町有地を 借用し て、 1938 年から 愛
あい

国
こ く

開
かい

墾
こ ん

を実施。 開墾地

にはみかん、 梅、 ネギなどの野菜類を 栽培し た。 また支
し

那
な

事
じ

変
へん

勃
ぼっ

発
ぱつ

一
いっ

周
し ゅ う

年
ねん

を 記

念し 、 資源愛護の国民訓練と し て一
いっ

戸
こ

一
いっ

品
ぴん

廃
はい

物
ぶつ

献
けん

納
のう

運
う ん

動
ど う

（ 次の金物から 一品を

選び献納する こ と 。 鉄類・ 銅、 真
し ん

鍮
ちゅ う

、 亜鉛・ 鉛・ 錫・ アルミ ニウム） を 行い各

町村の成果を競い合わせながら その意識の高
こ う

揚
よう

がはから れた。

1941 年 12 月８ 日ハワイ 真珠湾攻撃によ る太平洋戦争の始まり は、 戦争の影

響を 一段と 濃く し てき た。 真鶴と 軍と の関係は石材を 通じ ての結びつき が中心

で、 地理的位置関係も 近いと こ ろ から 海軍省横須賀鎮
ちん

守
じ ゅ

府
ふ

は、 直営の採石所を

設け、 港内に三カ 所の積み出し 用の桟
さ ん

橋
ばし

を 作り 、 本格的に真鶴の石を 軍用に搬

出し ていたほどである。 し かし 、 太平洋戦争が始まっ て真鶴に置かれた軍施設

でふれておかなければなら ないも のに、 真鶴町 98 番地（ 一本松横の高台） に作

ら れた防
ぼう

空
く う

監
かん

視
し

哨
し ょ う

がある。 こ れはコ ン ク リ ート で固めたト ーチカ の上で兵隊が

双
そう

眼
がん

鏡
きょ う

で監視すると いう も のであっ た。 1945 年になる と 、 真鶴地方にも Ｐ 51

戦闘機が来襲し 、 機
き

銃
じ ゅ う

掃
そう

射
し ゃ

を加えたり 、 爆弾や焼
し ょ う

夷
い

弾
だん

を落と し ていっ たり し た。

空襲である。 ７ 月に入る と 頻繁に空襲を 受ける よ う になり 、 日本の敗戦を 身近

に感じ さ せるこ と でも あっ た。

（ ２ ） 戦争中の教育

日本が戦時色を 強める と 共に学校生活も 次第に戦時色が強まっ てき た。 こ の

様子は、 真鶴小学校と 岩小学校に残さ れた学校日誌によ っ て読みと る こ と がで

きる。 1940（ 昭和 15） 年の岩尋常高等小学校の学校日誌には次のよう に書かれ

ている。
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こ う し た天皇や高官の真鶴駅通過に際し ての送迎、 出征兵士や帰還兵士の出

迎えや送別には、 必ず小学校（ 1941 年から 国民学校） や青年学校の生徒が動
ど う

員
いん

要
よ う

員
いん

と し て駆
か

り 出さ れていっ た。こ う し た様子は 1945 年８ 月まで続いていっ た。

さ ら に、 学校教育制度そのも のが、 少し ずつ戦時体制が形成さ れていく 過程

で強めら れていっ た。 具体的には国民学校の成立などである。

国民学校は、1941 年の国民学校令によっ て従
じ ゅ う

来
ら い

の小学校が改称さ れたも ので、

教育内容も 皇国の道にのっ と り 、 皇
こ う

国
こ く

民
みん

の基
き

礎
そ

的
て き

錬
れん

成
せい

をなすこ と が目的と さ れ、

戦時体制下の教育再編がなさ れた。 修
し ゅ う

身
し ん

・ 国史・ 国語・ 地理は国民科に、 理科・

算術は理数科に、 体操・ 武道は鍛
たん

錬
れん

科
か

に、 音楽・ 図画は芸術科に統合さ れた。

教科書も 全面的に改訂さ れ、「 日本ヨ イ 国、 清イ 国、 世界ニ一ツノ 神ノ 国。 日本

ヨ イ 国、強イ 国、世界ニカ ガヤク エラ イ 国。」（ 1941 年発行国民学校２ 年、修身『 ヨ

イ コ ド モ』 下巻） と いう よう に、 超国家主義的な内容が一段と 強めら れた。

12 月８ 日に太平洋戦争が始まり 、 教育も 全く 戦時体制下に置かれた。 海国男

子を錬
れん

成
せい

する水泳訓練、木銃かついでの軍事教練、冬に素足で霜をふむ体操授業、

女子は救護訓練や看護訓練などが課せら れた。 物資の不足に対し て「 ほし がり

ません勝つまでは。」 と いう 標語のも と 、 我慢強さ と 忍耐性を強制さ れた。

1944 年８ 月 11 日よ り 疎開児童の受付が開始さ れ 11 名を う けいれた。 そし

て 18 日疎開児童歓迎会が行われたこ と が岩国民学校の学校日誌に書かれてお

り 、 同時期真鶴国民学校も 縁
えん

故
こ

疎
そ

開
かい

児
じ

童
ど う

52 名を 受け付けている こ と や、 軍隊

６ 月　 9 日 午前 10 時 50 分、 昭和天皇の関
かん

西
さ い

行
ぎょ う

幸
こ う

御
お

召
めし

列
れっ

車
し ゃ

が真鶴駅を

通過し た。 尋常科５ 年以上の生徒は駅前に整列し 、 尋常科

４ 年以下の生徒は新し く できた道路上でこ の列車を迎えた。

６ 月 13 日 こ の日は、 昭和天皇は午後３ 時 11 分真鶴駅を 通過するが、

こ のと き も 全校生徒が駅にて送迎を 行っ ている。 こ のこ と

も あり 、 こ の日は授業４ 時間で終了と なっ ている。

8 月 31 日 出征兵士が帰還し たため、 午後５ 時、 尋常科５ 年以上の生

徒が駅まで出迎えた。

11 月 28 日 西園寺公望の遺骸が午後０ 時 40 分、 真鶴駅を通過し たが、

尋常科４ 年以上の生徒は、 長
なが

坂
さ か

隧
ずい

道
どう

入口に整列し 見送っ た。

11 月 30 日 ３ 人の入営兵を 見送るため、 生徒は学校に集まり 、 神社に

祈願に行き、 駅まで彼ら を見送っ た。
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が次々と 真鶴にやっ てき て学校を 宿泊所と し て利用し たこ と が真鶴国民学校日

誌に書かれている。 1945 年になると 「 本
ほん

土
ど

決
けっ

戦
せん

」「 一
いち

億
おく

玉
ぎょ く

砕
さ い

」 の方針が出さ れ、

高等科男子は軍協力のため、 小野部隊に配属さ れる よ う になり 、 ４ 月から は、

校舎や講堂が突部隊・ 暁部隊・ 龍王部隊と 次々に軍隊の宿泊所と なっ た。 その

ため学校は二部授業をよぎなく さ れた。 学校が手軽な宿泊所と なっ た背景には、

米軍の本土上陸が湘南海岸から 行われると いう 判断から である。 ８ 月７ 日にな

ると 、 小型機が来襲し て校舎の一部に機銃弾を受けるよう になっ た。

遠藤倫弘さ ん（ 昭和 2 0 年岩国民学校６ 年生） の日記から

四月二十四日（ 火）

早く 学校へ行っ た。 そし て、机のふたをなおし ていると 、すぐ 耳元で「 サ

イ レ ン」 が鳴り ひびいた。 情報を 聞き に帰ると 「 八丈島付近を 北上する敵

機あり 」 直ち に帰宅し た。 それから さ んざんだっ た。 時の情報は「 敵第一

編隊約二十機は伊豆半島に侵入せり 」 と いう のだっ た。 すると たち まち空

襲の「 サイ レン」 が鳴っ た。 その内、 浦辺先生も 来ら れた。 敵はそののち、

京浜西南方に侵入し たが敵の機影は一つも 見えなかっ た。 解除さ れて学校

へ行く と 三時間目が始まっ ていた。 終わり まで十・ 二十分自習を し 四時間

目は国史をやっ た。

七月三十日（ 月）

爆音！！ 外へ出た。 来た来た、

四機の敵ら し い機影が頭上にさ

し かかっ た。 その時！！ 一番側

の機が西方に傾いた。 と 次のも

し た。 二機が西方へ向かっ て 落

ち る よ う に行っ たので、 墜落か

と 思っ た。 また二機、 計四機突っ

込んでいっ た。 それは、 それは鬼畜の機銃掃撃だっ た。 後でわかっ たが湯

河原がやら れたそう だ。 それから 少し の後、 また来た。 一の山の上を グラ

グラ し ながら グラ マン機がグーッ と 回っ ていっ た。 と 同時に他のが頭上低

く 下り て来て「 バリ 、 バリ 、 バリ 、 バーン」 と 撃っ た。「 今畜生」 遂に真鶴

駅がやら れた。 まも なく 解除になっ た。 宮区内には敵機なし と 言う ので外

へ出た。 すると Ｆ ４ Ｕ 、 二機浅間山の方から 「 グーン」 と 出てき た。 あの

憎ら し き 「 マーク 」。 ク ッ キリ と 浮かんでいた。「 マーク 」。
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1 0 民主化の時代に

（ １ ） 農地改革

1947 年から 1950 年にかけて全国で行われた農地改革は、 真鶴地域において

は、 漁業中心で水田耕作が行われてこ なかっ た点から 近隣市町村に比べてその

規模は大き く なかっ た。 し かし 、 岩村を 中心に畑作に関する 小作地の自作地へ

の変
へん

換
かん

は着実に行われた。

さ ら に真鶴地域は、 不在地主が多く 、 そう し た人々の所有する 貸付地を 政府

が直接買収し 、 それを耕作者に払い下げると いう 形で行われた。

1945（ 昭和 20） 年８ 月 15 日、 日本はポツダム宣言を 受
じ ゅ

諾
たく

し 、 第２ 次世界大

戦が終
し ゅ う

結
けつ

し た。 そし てＧ Ｈ Ｑ による民主化政策が始まっ た。

（ ２ ） 教育改革

教育への改革は、 制度的には 1947 年３ 月１ 日に制定さ れ、 ４ 月１ 日から 施

行さ れた教育基本法と 学校教育法から である。 し かし 学校現場ではそれ以前の

1946 年より 変化が現れてき た。 それは御真影が地方事務所に返還さ れたこ と で

ある。 また、 英語講習会なども 開かれたこ と はその変化と いえる。 さ ら に、 教

科書の削
さ く

除
じ ょ

箇
か

所
し ょ

が明示さ れ、 国民学校の５ 年生の「 読み方」 では、「 海軍のにい

さ ん」「 菊の花」「 神だな」「 にいさ んの入営」「 金し く んし ょ う 」「 病院の兵たい

さ ん」「 支那の子ども 」 など全文が削除と なり 墨
すみ

で抹
まっ

消
し ょ う

さ れた。 全国の学校で黒

塗り 、 切り 取り 教科書が使われた。

教育理念も 個人の尊厳を 重んじ 、 心理と 平和を希
き

求
き ゅう

する 人間の育成を めざす

こ と になっ た。 学校制度も 従来の義務教育６ 年が９ 年に延長さ れ、 小学校６ 年

の上に新制中学校３ 年が位置づけら れた。 小学校は、 今までの国民学校が、 真

鶴町立真鶴小学校、 岩村立岩小学校と 名称を 変え、 また尋常科・ 高等科のう ち

高等科がなく なり １ 年生から ６ 年生までになっ ただけで校舎・ 顔ぶれは変化が

なかっ た。 こ れに対し て新制中学校は、 今まであっ た高等科や青年学校が廃止

さ れそこ に在籍し ていた生徒を 新制中学校のどの学年に配置する かや、 新校舎

建築などの大き な課題に直面し た。 そのよ う な中、 足柄下郡真鶴町外二ヶ 村組

合立真鶴中学校が真鶴小学校校舎を 仮本校と し て岩小学校・ 福浦小学校に分校

を 置く と いう 形でスタ ート し た。 し かし 、 新制中学校がはじ まっ てわずか３ か

月すぎたばかり に福浦村は真鶴町外二ヶ 村から 分かれる こ と を 決め、 ９ 月１ 日

より 吉浜中学校へ通わせるこ と と なっ た。 そこ で真鶴町と 岩村は改めて真鶴町・

岩村中学校規約を 制定し 、 通学区域を 真鶴町と 岩村と し た組合立真鶴中学校と

し た校舎の建設に取り かかっ た。 校地は真鶴小学校に仮校舎を 開校し てまも な
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1 1  新生真鶴町の誕生

（ １ ） 西湘地区の合併問題

1953（ 昭和 28） 年９ 月１ 日地方行政事務の効率化によっ て地方財政の好転を

図る 目的で町村合併促進法が施行さ れると 西湘地区三町三村（ 湯河原町・ 吉浜

町・ 真鶴町・ 福浦村・ 岩村・ 片浦村） の合併問題がク ローズアッ プさ れてき た。

こ の町村合併法は施行後３ 年間の時限立法で 1956 年９ 月 30 日までの時限切れ

までに小規模町村を （ 人口 8,000 人未満） を 合併し 、 町村数を ３ 分の１ に減少

さ せよ う と し たも のである。 本来地方自治法では、 人口５ 万人以上を 有し ない

と 市にはなれないのである が、 町村合併促進法の有効期間中に市と なる 申請を

し た公共団体については、 人口３ 万人でも 良いと さ れたため、 合併問題がク ロー

ズアッ プさ れたのである。 こ う し た状況をにら んで湯河原町では直前の 1953 年

８ 月 26 日に湯河原町・ 吉浜町・ 真鶴町・ 福浦村・ 岩村の三町二村の合併を め

ざし て合併調査委員会を 設置し 関係町村にも 各々調査委員会を 設け合併に向け

ての具体的検討に入っ ていっ た。 し かし 、 協議が重ねら れていく 間に各町村の

思
おも

惑
わく

の違いも 次第に浮き 彫り にさ れてき た。 真鶴町では、 大局と し て合併推進

の立場を 支持し たが、 その前提と し て各町村の財産・ 負債等を 検討すべき と し

た。 また、 合併を行う 際の問題点も 具体的になり 、 その中で大きく 浮かび上がっ

てき たのは真鶴町・ 岩村・ 福浦村の水不足解消の問題であっ た。 こ れに対し て

県の支援を 得る べく 検討がさ れ、 県から 県営上水道を 作っ て水の需要を 賄う こ

と が可能であると いう 報告を得て一応の解決を 見た。 西湘五カ 町村は、 1954 年

11 月には新町名をどう するかの課題のみを残すだけで 、 他にほと んど障害がな

い状況と なっ た。 そし て合併が固まっ たと 判断し た関係者は、 町村合併促進法

く 真鶴駅裏の約１ 万 2000 平方メ ート ルの土

地を 確保する こ と ができ た。 し かし 、 建築資

材は全部統制で割
わり

当
あて

制
せい

と いう 時代で材料の補

充も 大変で建築費を ど のよ う に捻
ねん

出
し ゅ つ

する かが

課題で あっ た。 1949 年４ 月には、 建設のた

めの住民理解を も と める ため、 真鶴町・ 岩村

中学校組合財政状況の公表を 行い、 町民から

の 180 万円の寄付金と 、 真鶴町と 岩村の一般歳入から 建築費を 充てるなどの苦

難の中、 1949 年６ 月８ 日に中学生が無事新校舎に移転するこ と ができ た。 ６ 月

10 日には真鶴町真鶴 1855 番地、 現真鶴町立真鶴中学校において、 新校舎開校

式が行われ、以後こ の日を記念し 、６ 月 10 日が真鶴中学校の開校記念日と なっ た。

昭和24年の真鶴中学校
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に基づき 西相町村合併調査協議会を 解散し 、 西相町村合併促進協議会を 設立し

正式に新町建設計画書の作成が開始さ れ 1955 年１ 月に完成し 発表さ れた。 こ

れを 受けて、 関係町村では住民への説明が行われおおむね了解さ れた。 と こ ろ

が吉浜町だけは住民に対する説明を行わなかっ た。 そし て 25 日になり 突如 500
ヘク タ ールに及ぶ財産区の設定と 、 農民に対し 吉浜町所有の 200 ヘク タ ールの

解放を し たいと 西相町村合併促進協議会に申し 入れてき た。 こ れは、 町村合併

への重要事項の変更であり 、 改めて住民の了解が必要と なっ た。 そう し た中で

29 日に町村合併促進協議会が開催さ れた。 その場で、 吉浜町より 更に、 県営上

水道の水源と し て新崎川の提供は一部地域の強い反対があっ て難し いと の話が

出さ れ、 こ れ以上の協議はう ち 切り たいと の動議が出さ れた。 こ う し て西相五

か町村合併の動きは、 ゴール直前まで行きながら 協議が整わず消えたのである。

（ ２ ） 新し い真鶴町へ

西相五か町村の合併がなく なり 、 西相町村合併促進協議会は解散し たが、 湯

河原地区では福浦村長の斡旋で福浦村、 吉浜町、 湯河原町の三か町村で合併へ

と 進み、 残さ れた真鶴町と 岩村の合併問題がク ロ ーズアッ プさ れてき た。 県で

は、 真鶴町と 岩村の合併を 指導し たが、 岩村ではブリ 景気で漁業関係者の発言

力が大き く 、 小田原市相海漁業経営組合と 共同事業を し ていた岩漁業協同組合

は小田原市と の合併を 追求し 、 また石材関係者も 自分たちの権
けん

益
えき

が侵さ れる の

ではと の危
き

惧
ぐ

の声があがり 、 真鶴町と の合併には消極的であっ た。 こ のよう な

岩村に対し て真鶴町は、 町長と 町議会議長が連名で町村合併の申し 入れを 行っ

た。 こ の申し 入れに対し 小田原市と の比較検討を 行い、 村民大会が開催さ れ真

鶴町と の合併が可決さ れた。 そし て最後の問題であっ た、 町名を 新し く する こ

と を要求し ていた岩村が、「 町名を真鶴にするこ と に賛成する」 と いう 立場をと っ

たため 1956（ 昭和 31） 年８ 月 22 日、 県知事に対し 「 真鶴町建設計画書」 を提

出し た。 こ う し て町村合併促進法失効直前に真鶴町と 岩村が合併し 、 現在の真

鶴町が 1956 年９ 月 30 日に誕
たん

生
じ ょ う

し た。

町役場は旧真鶴町（ 現在、『 コ ミ ュ ニティ 真鶴』 の場所） に置かれ、 当時の人

口は 9,049 人と 記録さ れている。 こ の人口は 2017（ 平成 29） 年 10 月１ 日現

在の 7,082 人より 多い。 こ の減少は、 産業構造の変遷などが影響し 、 また少子

高齢化社会の時代を 迎えた結果であり 、 町税等の収入が減少し 、 町財政の硬
こ う

直
ちょ く

化
か

を示し ている。

そこ で、 真鶴町では 1955 年に実現し なかっ た湯河原町と の合併を 2002 年９

月から 検
けん

討
と う

し 、 2005 年実現を めざし ていた。 それはこ の 50 年の間に町を 取り
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巻く 環境が大き く 変わっ たこ と に起因し ている。

多く の人が乗用車や携
けい

帯
たい

電話を 持つ時代になり 、 町の範囲を 越えて、 遠く ま

で通勤や通学、 買い物などをするよう になっ てきた。

また、 社会の変化に伴っ て環境問題や少子高齢化問題が発生し 、 町役場の職

員も 今までにはなかっ たよ う な問題に対応し なければなら なく なっ た。 一方で

景気はなかなか良く なら ず、 町の財政も 厳し く なっ てき た。 こ う し たこ と から 、

様々な課題に対応でき る、 よ り し っ かり と し た行政機関へと 変化する 必要がで

てき たから である。

真鶴町は、 小さ な町と し て「 まちづく り 条例」 など様々な工夫を する こ と に

よ り 課題に対応し てき たが、 前に述べたよ う な厳し い状況に対応する ため、 さ

ら に努力する必要があっ た。 こ れまで湯河原町と は、 1964 年のし 尿処理の受
じ ゅ

託
たく

に始まり 、 現在までゴミ の共同処理、 給水協定、 火葬場の協同利用、 消防・ 救

急業務や下水道事業の広域化など友好関係を 続けてき た。 そこ で、 こ れら の仕

事を 一緒にやっ てき た湯河原町と 合併する こ と によ り 、 お互いの良いと こ ろ を

取り 入れ、住民が安全で安心し て暮ら せる町づく り を目指し 、合併の協議を続け、

2001 年９ 月、 真鶴町（ 三木町長） と 湯河原町（ 米岡町長） の両議会で「 真鶴町

湯河原町合併協議会」 が設置さ れ、 2005 年１ 月の合併に向け、 大き く 動き 始め

た。 し かし 、 2004 年４ 月に両町別々に「 住民意向調査」 を実施し たと こ ろ、 真

鶴町側の「 反対」 が半数を 上回り 、 再度８ 月に真鶴町単独で住民の意向調査が

行われたが「 合併反対」 が多数を占め、「 真鶴町湯河原町合併協議会」 は解散し 、

合併は白紙状態に戻っ た。

その後、 2013（ 平成 25） 年に 16 課（ 診療所、 議会事務局を 含む） から ９ 課

１ 局（ 議会事務局を 含む） へと 町の行政機構を 改革し 、 コ ン パク ト な町に相応

し い行政組織づく り を進めた。

さ ら に、「 未来を 築く ビ ジョ ン（ 第４ 次真鶴町総合計画）」 を 基盤と し 、 人口

減少に対し て先導的に実施する 地方創生事業を「 真鶴町人口ビ ジョ ン」 や「 真

鶴町まち・ ひと ・ し ごと 創生総合戦略」 に位置付けて展開をし 、「 真鶴町行政改

革大綱」（ 平成 17 年度に策定し 以後３ 年ごと に見直し ） による 行政改革と 連携

さ せて、 一体的に行政運営に取り 組んでいる。

また、 平成 29 年４ 月１ 日には、 国より 「 過疎地域自立促進特別措置法」 に基

づく 過疎地域の指定を 受けた。 こ れにより 、 町では「 真鶴町過疎地域自立促進

計画」 を策定し 、 平成 29 年度より 平成 32 年度の４ 年間で過疎対策事業債の支

援策を 活用し て、 誰も が暮ら し 続けたいと 思える 魅力ある まちづく り に努めて

いる。
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坪内逍遥の色紙

第２章 文化

（ １ ） 俳
はい

句
く

坪
つぼ

内
う ち

逍
し ょ う

遥
よ う

（ 1859 ～ 1953） 小説家、

劇
げき

作
さ っ

家
か

、 翻
ほん

訳
やく

家
か

、 早
わ

稲
せ

田
だ

大学教
き ょ う

授
じ ゅ

。「 当
と う

世
せい

書
し ょ

生
せい

気
か た ぎ

質」 やシェ ーク スピ ア劇の翻
ほん

訳
やく

は、 近代文学史上特に名高い。

真鶴を 詠
よ

んだ松本敬
たかし

氏の父、 元真鶴

町長の松本赳
き ゅう

氏は、 早稲田大学で学び、

師
し

事
じ

し た逍遥と は、 終生変わら ぬ仲で

あっ た。 その関係で逍遥は幾
いく

度
ど

か真鶴

を 訪れている。 左の色
し き

紙
し

は、 そのおり

のも のである。 現在、 三ツ 石には町観

光協会の手で あの巨
き ょ

大
だい

な 石を 渡
わた

し て、

し め縄
なわ

が張
は

ら れている。

温
おん

暖
だん

な気候と 豊
ゆた

かな自然に恵
めぐ

まれ、 温
あたた

かい人
にん

情
じ ょ う

を も っ た真鶴は、 昔から さ ま

ざまな人々に愛さ れ、 親し まれてき た。 多く の文学者が、 こ の地を 訪
おと ず

れ、 遊び、

滞
たい

在
ざ い

し た。 そし て、 その時の印象や感動を も と に、 詩や歌、 俳
はい

句
く

、 小説などの

文学作品を遺
のこ

し ている。

初
日
の
出
な
ぜ
三
ツ
石
に
注し

連め

張は

ら
ぬ坪つ

ぼ

内 う
ち

　
逍

し
ょ
う

遥よ
う

１  文学散歩 …小説・ 短歌・ 俳
はい

句
く

・ 詩・ 民話・ 方言の中で

ー豊
ゆた

かな自然と 温かな人
にん

情
じ ょ う

に触
ふ

れた作者の心と 伝えら れたこ と はー

松
若わ

か

し
寒
さ
は
こ
こ
の
入い

り
江え

に
も

飛あ
す

鳥か

田た

儷れ
い

無む

公こ
う

夏
汐し

お

に
大
敷
見
ん
と
舟ふ

ね

の
り
す

松ま
つ

本も
と

た
か
し

泳
ぎ
子
の
ぴ
か
ぴ
か
光
り
岩
に
上
る

松
本
た
か
し

雨
さ
む
き
み
な
と
う
し
ろ
に
バ
ス
の
発た

つ
大お

お

野の

　
林 り

ん

火か

渚
な
ぎ
さ

ま
で
松
を
く
ぐ
り
つ
風か

ぜ

薫か
お

る

高た
か

木ぎ

　
蒼そ

う

悟ご

峯み
ね

々
の
紅も

み

じ葉
し
初そ

め
て
海
ま
ぶ
し 

高た
か

下し
た

　
白は

く

志し

舟ふ
な

虫む
し

や
と
も
綱づ

な

結
ぶ
岩い

は

頭
が
し
ら

上か
み

圷
あ
く
つ

　
波は

人じ
ん

真
鶴
へ
名な

残ご
り

の
月
に
誘さ

そ

は
れ
ぬ

茂し
げ

　
　
雄お

真
鶴
の
岬

み
さ
き

も
秋
め
く
鵜 う

の
声
は

河こ
う

野の

　
南な

ん

畦け
い

次に真鶴を詠
よ

んだ俳句を何句か紹
し ょ う

介
かい

し ておく 。
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（ ２ ） 短 歌

与謝野晶子（ 1878 ～ 1942） 歌人、

詩人。 輝
かがや

く ばかり の浪
ろ

漫
まん

的世界を歌に

よっ て展
て ん

開
かい

し た。

現
げん

在
ざい

、 ケープパレスの裏
う ら

、 三ツ石へ

の降
お

り 口
く ち

の近く にこ の歌碑がある が、

こ の付近から は水平線が望めるぐ ら い

で、 こ の情景はあら われない。 そこ か

ら 、 急な階
かい

段
だん

を下り かけると こ の歌の

情
じ ょ う

景
けい

が目の前に広がっ て見える。

晶子は、 三
み や け

宅画
が

伯
はく

の歌会に招
まね

かれて真鶴に来た時、 その美し い情景に感動し

てこ の歌を 作っ た。 晴れた日、 岬の先
せん

端
たん

に立つと 、 左手に相模の海、 右手には

伊豆に続く 海が広がる のである。 海原を、 自分が立つ岬が二つに分けている と

いう 発
はっ

想
そう

は、 大
だい

胆
たん

で、 し かも 快
こ こ ろよ

い。

わ
が
立
て
る

　
真
鶴
崎
が
二
つ
に
す

相さ

模が
み

の
海
と

　
伊い

豆ず

の
白し

ら

波な
み

与よ

謝さ

野の

　
晶あ

き

子こ

与謝野晶子の歌碑

佐佐木信綱（ 1872 ～ 1963） 歌人、

文学博士。 古典に対する 広い教
き ょ う

義
ぎ

を

も っ て、短歌の世界に新風を起こ し た。

風も ない晴
せい

天
てん

の日、 原生林の静
せい

寂
じ ゃく

の

中にあっ て、 海の真
まっ

青
さ お

に輝く 様を 見て

いると 、 自然に心が洗
あら

われていく よ う

な気がする。 何と いう 素
す

晴
ば

ら し い光景

なのであろ う 、 と いう のである。 真鶴

の風光のすがすがし く も さ わやかな様

子がよく 表現さ れている。

真
鶴
の
林
し
づ
か
に
海
の
色
の

さ
や
け
き
見
つ
つ
わ
が
心
清
し

佐さ

佐さ

木き

　
信の

ぶ

綱つ
な

佐佐木信綱の歌碑

真
鶴
の
林
の
端は

し

の
椎し

い

が
も
と
な
ぎ

蘭ら
ん

の
花
の

　
に
ほ
ひ
か
そ
け
く

佐
佐
木
信
綱

真
鶴
の
み
崎
の
道
に
霜し

も

に
あ
ひ
し

楠
く
す
の
き

の
ひ
こ
ば
え
抜ぬ

き
つ
つ
ぞ
ゆ
く

土つ
ち

屋や

　
文ぶ

ん

明め
い

山の神を 少し 下がっ た、 相模湾
わん

を 真下に見下

ろ す道路脇
わき

、 松の古木の下にこ の碑が立てら れ

ている。

ほかに、 真鶴を う たっ た短歌には右のよう な

も のも ある。
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（ ３ ） 詩

真鶴
－古き 調

し ら べ

も て過ぎし 日の思い出に－
前
まえ

田
だ

鐵
てつ

之
の

助
すけ

あゝ  真鶴！

縹
ひょ う

渺
びょ う

と はてなき 大洋に突
つ

き いでて

飛ぶ鶴の姿
すがた

と 親し まれ

小高き 丘
お か

々、 眼路のはてまで常
じ ょ う

緑
り ょ く

樹
じ ゅ

覆
お お

う 小さ き 半島よ 。

深き 入
い り

江
え

に小さ き 港を 抱
い だ

き

丘
お か

の斜
し ゃ

面
め ん

に雛
ひ な

壇
だ ん

めき て家々建
た

ち 並
な ら

び

いと 小さ き 素
そ

朴
ぼ く

なる 町あり 。

一
ひ と

筋
す じ

の道 　 駅よ り 港に下り

原生林 　 緑ふかき 岬の突
と っ

端
た ん

へせり 上がり

その道 　 半島の背稜を 貫
つら ぬ

き 駅へと 下り たり 。

遠き 　 三
み

浦
う ら

半島　 目路近き 伊豆半島を 振
ふ

り 分
わ

け望む

明る き 道よ 。

谷々結ぶ荒
あ

れはてし 細き 路、

海へと 下る 崖
が け

路
み ち

険
け わ

し く

昔ながら の半島を 偲
し の

ばずに

われはそれら の路
み ち

々
み ち

にこ こ ろ 安ら ぐ かな。

こ こ にし て近代の都市の混
に ご り

濁と 喧
け ん

騒
そ う

はなく

深く も 港を かい抱
い だ

く 丘の斜
し ゃ

面
め ん

を 整然と

鄙
ひ な

びし 朱
し ゅ

、 青、 黒の亜
と た ん

鉛屋根の家々、

鄙びし 朱、 青、 黒の亜鉛屋根の家々、

つゝ まし く 建
た

ち なら ぶ一
い ち

握
あ く

の小さ き 町よ 。

石材と 漁
ぎ ょ

撈
ろ う

の業
わ ざ

に支
さ さ

えら れ

前田鐡之助（ 1896 ～ 1978） 詩人。 深く 真鶴

を愛し 、 長く 真鶴に住み、 真鶴で亡
な

く なっ た。

真鶴の風景を詩に託
たく

し 、 真鶴の知名度を高めた。

こ の詩は比
ひ

較
かく

的
てき

長いが、 高らかに、 大ら かに

真鶴への賛
さ ん

美
び

を詠
よ

んでいる。 真鶴の美し さ 、 自

然の素
す

晴
ば

ら し さ 、 ひなびた町の良さ がう たわれ

ている。 何度も 繰
く

り 返
かえ

し て読むこ と によっ て、

そのイメ ージがよく 捉えられると 思う 。

※ 昭和60年３ 月、 前田鐡之助氏の遺
い

族
ぞく

の方から、 遺
い

作
さく

品・ 蔵
ぞう

書
しょ

などが真鶴町公民館に寄
き

贈
ぞう

さ れた。

前田鐡之助の詩碑
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夜と も なれば斜面の家々に暖
あた たか

き 灯
ひ

と も り

静かに澄
す

み極
き わ

まれる 大空のも と 、

暖
あたた

かき 星の如
ご と

く に燦
き ら

めく 親し さ 。

見ずや、 港を 埋
う

める 石船の列

また、 引き 上げら れし 漁
ぎ ょ

舟
し ゅ う

の数々。

舳
へさ き

そろ へる 石船のマスト の林　 朗
ほ が

ら かに

海ひら け　 遥
は る

かなり 。

小島の如
ご と

き 陸地のはてに

われにも 憩
い こ

ひと 平安の帰り 来
き た

れる にあら ずや。

鄙びし 小さ き 港の町よ 、 みまも る 丘よ

あし たには家々明る く 、 夕べには水優
や さ

し く て

日
ひ

毎
ご と

にわれの親し み　 いと ほし むる なる 。

いざさ ら ば鄙びし 港の町を 下に見て

岬の道を 辿
た ど

れば家まばら なり 。

丘々に松の林の聳
そ び

え

丘のなぞに蜜
み

柑
か ん

の畑点
て ん

在
ざ い

し

鄙びし 農家と 小さ き 別
べ っ

荘
そ う

ら 、

丘々、 谷々の茂
し げ

みに見え隠
か く

れつ。

その深き 谷間のいと 小さ き わが家に下る べし 、

磯
い そ

近き 　 怪
か い

獣
じ ゅう

めき たる 杉
す ぎ

の巨
き ょ

木
ぼ く

と 小さ き わが庭よ 。

険
け わ

し き 坂
さ か

路
み ち

　 危
あ や

う く し て

世に離
は な

れども 　 人ら こ こ ろ 篤
あ つ

く

険し き 坂路下り て訪
と ぶ

ら ひ来ぬ。

われは磯辺に下り 　 危ふき 細道上り

遂
つ

いの日を 忘れはつべき か。

大いなる 目路の限
か ぎ

り に水平線ぞ

太平洋の海原劃
か く

し て遥
は る

かなる 。 見ずや

伊豆の山々、 天
あ ま

城
ぎ

の高
た か

嶺
ね

　 雲間になびき

大島、 初島、 伊豆の二島も 遠く に見ゆる に

裏
う ら

箱根の連山　 まなかいにし て

延
ま ん

々
え ん

たる 長
ち ょ う

城
じ ょ う

の如
ご と

く に屯
たむろ

し たる 。

海と 山々、 小さ き 半島と 、 御
お ん

身
み

、 真鶴よ 。

明る き 海辺の小さ き 町よ 。

都を 離り 、 移
う つ

り 住
す

みき てはや幾
い く

と せ。

いつまでか此
こ

の姿
すがた

こ ゝ にと ゞ めん、 激
げ き

し き 今の世にし て

日まし に深く わが愛
あ い

惜
せ き

のいやますも のを 。
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（ ４ ） 漢 詩

片山哲（ 1887 ～ 1978） 1947（ 昭和 22） 年、 第 46 代内
ない

閣
かく

総
そう

理
り

大
だい

臣
じ ん

と なり 、

1963（ 昭和 38） 年、 政
せい

界
かい

を引
いん

退
たい

。

こ の詩碑は、「 石の広場」 に建
た

てら れている。 詩の意味は、 次の詩碑の裏面に

ある文章で代える。

「 南国紀
き

南
な ん

に生まれたる我
われ

は湘
し ょ う

南
なん

足
あし

柄
がら

を愛す。 風土気候わけても 霊
れい

峰
ほう

富
ふ

士
じ

を 眺
なが

め相模湾一帯を 見下ろ す光
こ う

景
けい

は世界的絶
ぜっ

佳
か

の情
じ ょ う

景
けい

なり 、 し かも 鶴の清
せい

楚
そ

を 好む

にち なむ真鶴の地、 鶴の舞
まい

姿
すがた

そのままの真鶴岬わが命を 養う 地と 定めこ こ に碑

を建
たつ

つ（ 後
こ う

略
り ゃく

）」

片山哲の詩碑

我
　
年

　
来

　
好

　
鶴

　
清

　
浄

(

我わ
れ

年
来
よ
り
鶴
の
清せ

い

浄
じ
ょ
う

を
好
む)

黄
　
鶴

　
迎

　
我

　
登

　
霊

　
峰

(

黄こ
う

鶴か
く

我わ
れ

を
迎む

か

え
て
霊れ

い

峰ほ
う

に
登
る)

真
　
鶴

　
飛

　
舞

　
姿

　
景

　
勝

(

真
鶴
の
飛
び
舞ま

う
姿

す
が
た

は
景
勝
な
り)

清
　
節

　
守

　
道

　
愛

　
鶴

　
岬

(

清
節
の
道
を
守
り
鶴
岬
を
愛
す)

片か
た

山や
ま

　
哲て

つ

（ ５ ） 散
さ ん

 文
ぶん

志
し

賀
が

直
なお

哉
や

の「 真鶴」 は、 湯河原に行く 軽
けい

便
べん

鉄
てつ

道
ど う

の中で見た兄弟の子ども で思

いついた自分自身の子ども 時代の経
けい

験
けん

を、 真鶴で見た子ど も の姿と 重ねた作品

と いわれている。 真鶴の漁師の子が、 暮
く れ

に父から 金をも ら っ て弟と 二人の下
げ

駄
た

を

買う ために小田原に出かけて帰るまでのこ と が書かれている。

芥
あく たがわり ゅう のすけ

川龍之介の「 ト ロッ コ 」 には、 小田原から 熱海までの軽便鉄道工事の始まっ

た頃
こ ろ

のこ と で、 土を 運ぶト ロ ッ コ に興味を 感じ た少年の姿が描
えが

かれている。 こ

のト ロッ コ は、 今の県道 740 号部分を走っ ていたと いわれている。

また、夏
な つ め そ う せ き

目漱石の「 真鶴行」 は、1916（ 大正５ ） 年、湯河原に滞
たい

在
ざい

し ていたおり 、

一日真鶴を たずねた時の状
じ ょ う

況
き ょ う

を書いたも のであり 、 島
し まざ き と う そん

崎藤村は「 熱
あ た み み や げ

海土産」、 里
さ と

見
み

弴
と ん

は「 真鶴まで」 の中に、 それぞれ当時の真鶴の様子を書いている。

以下は、 それら の真鶴に関わっ た一部分である。
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飯
めし

の支
し

度
たく

の出来る 間濱
はま

へ出て見る。 狭
せま

い道にはみんな石が敷
し

いてある。

そ（ の） 道がみんな濱の方へ急な勾
こ う

配
ばい

が着いてゐる。 さ う （ し ） て不
ふ

規
き

則
そく

に幾
いく

筋
すぢ

も ある。 それから それを 横に貫
つら ぬ

いてゐるのも ある。 悉
こ と ごと

く 石丈で畳
たた

ん

である。 路丈
たけ

は何だか以太利邊の小さ な漁村にでも 来たよう な心持ちであ

る。（ 家は無
む

論
ろ ん

比
ひ

較
かく

し やう がないが）芝
し

居
ばい

の廣
こ う

告
こ く

のビラ が路
ろ

傍
ぼう

に貼
は

っ てある。

「 こ んな所に何々座
ざ

と いふも のがあるのかね」

少し 行く と 右側に蕎麥と 看
かん

板
ばん

を 懸
か

けた生新し い粗
そ

末
まつ

な家の中で二三人の

女の高い笑ひ聲
ごえ

がする。

濱は三方陸で馬
ば

蹄
てい

がたに水が食ひ込
こ

んでゐる。 静かな小さ な灣
わん

で僅
わず

か餘
あま

さ れた一方の砂
すな

地
じ

に引き 上げら れた船が並
なら

んでいる。 水面は強い色をし て

ゐたが鏡のやう に穏
おだ

やかであっ た。

右手の山の頂
ちょ う

上
じ ょ う

に先
せん

刻
こ く

の無線電信の柱が見える。

ト ロッ コ  　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 芥川龍之介

みかん畑の間を 登り つめると 、 急に線路は下り になっ た。 し まのシャ ツ

を着ている男は、 良平に「 やい、 乗れ。」 と 言っ た。 良平はすぐ に飛び乗っ

た。ト ロッ コ は三人が乗り 移ると 同時に、みかん畑のにおいをあおり ながら 、

ひた滑り に線路を走り 出し た。

「 押すより も 乗るほう がずっ と いい。」 －良平は羽織に風を はら ませなが

ら 、 あたり まえのこ と を考えた。「 行きに押すと こ ろ が多ければ、 帰り にま

た乗ると こ ろ が多い。」 －そう も 考えたり し た。

竹やぶのある所へ来ると 、 ト ロッ コ は静かに走るのを やめた。 三人はま

た前のよう に、 重いト ロ ッ コ を 押し 始めた。 竹やぶはいつか雑木林になっ

た。 つま先上がり のと こ ろ どこ ろ には、 赤さ びの線路も 見えないほど、 落

ち葉のたまっ ている場所も あっ た。 その道をやっ と 登り き っ たら 、 今度は

高いがけの向こ う に、 広々と 薄ら 寒い海が開けた。 と 同時に良平の頭には、

あまり 遠く 来すぎたこ と が、 急にはっ きり と 感じ ら れた。

（ 中略）

良平は一
いっ

瞬
し ゅ ん

間
かん

あっ けにと ら れた。 も う かれこ れ暗く なるこ と 、 去年の暮
く

れ母と 岩村まで来たが、今日の道はその三、四倍あるこ と 、それを今から たっ
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真鶴 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 志賀 直哉

真鶴の漁
り ょ う

師
し

の子で、 彼
かれ

は色の黒い、 頭の大い小
こ

供
ども

であっ た。

そし て彼は今、 其
その

大い頭に凡
およ

そ不
ふ

釣
つり

合
あい

な小い水兵帽
ぼう

を 兜
かぶと

巾
はば

のやう に戴
いただ

い

て居
お

るのだ。 咽
のど

は其
その

ゴムで〆
し め

上げら れて居
い

た。 此
こ の

様子は恋
こ い

に思ひ悩
なや

んで居

る者と し ては如
い

何
か

にも 不調和で可
お

笑
か

し かっ た。 然し 彼
かれ

にと っ ては不調和で

も 、 可笑し く ても 、 又
ま た

滑
こ っ

稽
けい

でも 、 此水兵帽はさ う 軽々し く 考へら れるべき

物ではなかっ たのである。

其
その

日彼は父から 歳
せい

暮
ぼ

の金を貰
も ら

ふと 小田原まで、 弟と 二人の下駄を 買ふ為
ため

に出
で

掛
か

けた。 所
と こ ろ

が下
げ

駄
た

屋へ来るまでに彼は不
ふ

図
と

、 或
ある

唐
から

物
も の

屋のショ ーウイ ン

ド ーで其小さ い水兵帽を 見つけた。 彼は急にそれがほし く なっ た。 其
そ

処
こ

で

後
あと

先
さ き

の考えも なく 、 彼は財
さ い

布
ふ

をはたいて了
し ま

っ たのである。

熱海土産 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 島崎 藤村

真鶴岬を 廻
まわ

る 頃
こ ろ

から 、 私達
たち

の船は

反対な方角に強い日を 受けた。 海も

そち ら の廊
ろ う

下
か

の方に光
ひか

り 輝いた。 お

かげで私達はそれほど まぶし い思ひ

も せずに乗っ て 行く こ と が出来た。

私達の眼
め

にあっ たも のは、 ただただ

青い潮
し お

だ。 ど う かする と 、 その青い

潮は欄
ら ん

に 近く 居
お

る 連中の眸
ひと み

に ま で
海上から望む真鶴岬

た一人、 歩いて帰ら なければなら ないこ と 、 — — — そう いう こ と が一時に

わかっ たのである。 良平はほと んど泣き そう になっ た。 が、 泣いても し か

たがないと も 思っ た。 彼
かれ

は若
わか

い二人の土
ど

工
こ う

に、 取っ てつけたよう なおじ ぎ

をすると 、 どんどん線路伝いに走り だし た。

良平はし ばら く 無
む

我
が

夢
む

中
ちゅ う

に線路のそばを 走り 続けた。 そのう ちにふと こ

ろ の菓子包みが、 じ ゃ まになるこ と に気がついたから 、 それを道
みち

端
ばた

へほう

り 出すついでに、 板
いた

草
ぞう

履
り

も そこ へ脱
ぬ

ぎ捨
す

ててし まっ た。 すると 薄
う す

い足
た

袋
び

の

裏へじ かに小石がく いこ んだが、 足だけははる かに軽く なっ た。 彼
かれ

は左に

海を感じ ながら 、 急な坂道を駆
か

け登っ た。
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真鶴まで　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 里
さ と

見
み

　 弴
と ん

大雪の挙
あげ

句
く

で、 熱海から 真鶴までの道は、 話になら ないほどひどく なっ

てゐた。 熱海線の開通と 同時に廃
はい

物
ぶつ

になっ て了
し ま

ふ筈
はず

の軽便鉄道の営
えい

業
ぎょ う

ぶり

が、 ひどく だら け切っ てゐるので、 大
たい

抵
てい

の人は乗
のり

合
あい

か買切り か、 自動車の

便
びん

を撰
えら

んだ。 鉄道工事の材料運
う ん

搬
ぱん

のために、 馬力も ひっ きり なし に通っ た。

そんなこ んなで、 道はこ はれ放
ほう

題
だい

だっ た。 普
ふ

通
つう

自動車で四十分程
ほど

のと こ

ろ を 一時間二十分も 揺
ゆ

ら れなければなら なかっ た。 殊
こ と

に伊豆山と 熱海の間

それから 真鶴の停車場附
ふ

近
き ん

などの新道は、 水の落ち切ら ない川
かわ

床
ど こ

を 行く に

異
こ と

なら なかっ た。

（ ６ ） 民話・ 伝説・ 言い伝え

町民の間で伝承さ れてき た、 真鶴にちなんだ昔のお話も 数多く あり 、 今なお、

町民の生活の中に根付き語り つがれている。

以下は、 それら のお話の代表的なも のである。

映
う つ

っ て見えた。 末子なぞはも う 船に倦
う

んで、 何を眺
な が

めるでも ないやう な顔

付を し て居
い

た。 波の上を 刻
き ざ

んで行く 蒸
じ ょ う

气
き

の音と 、 船体の動
どう

揺
よ う

と は、 次第に

単調に私達の身体に伝はっ て来た。 私は激
はげ

し い渇
かわ

き を 覚えて、 何か飲む物

を 探
さ が

し たが、 船では茶も 売ら なかっ た。 青服を 着た船員がサイ ダー壜
びん

を さ

げて来て呉
く

れたのに力を 得て、 私はそれをＫ さ んにも すゝ めた。 それで僅
わず

かに渇
かわ

いた咽
いん

喉
こ う

をう るほし た。

ボンボン鮫
ざ め

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

昔々、 三ツ石の沖
おき

に、 子を 連れた夫
め　 おと

婦鮫
ざめ

が住んでいた。 漁
り ょ う

師
し

たち は、 こ

の鮫を海を守っ てく れるも のと し て決し て近付こ う と はし なかっ た。

ある時、 一そう の大き な船が上方から 大き な大き な荷物を 三つ積んで江
え

戸
ど

に向かっ て急いでいた。 ちょ う ど真鶴沖まで来たと き、 空がにわかに暗

く なり 海がひどく 荒
あ

れだし た。 船乗り たちは荷を 守ろ う と し たが、 海の中

に大鮫が現
あら わ

れ、 船に体当たり を始めた。 そこ で一番大き な荷を 解
と

き 、 中の

大
おお

鐘
がね

を 海に投
な

げ込
こ ん

んだ。 大鮫は鐘
かね

に吸
す

い込まれるよう に沈
し ず

んでいっ た。 し

かし 、 まだ一
いっ

匹
ぴき

の鮫が体当たり を し てき たので、 二番目に大き な鐘を沈
し ず

め

たと こ ろ 、 やっ と 海は静かになっ た。
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甚
じ ん

平
べい

さ んと 狐
き つね

　

昔々、 真鶴に甚平さ んと いう お百
ひゃ く

姓
し ょ う

がいた。 ある 日のこ と 、 甚平さ んは

用事で小田原へ出かけ、 帰るのが遅
おそ

く なっ てし まっ た。 江の浦あたり で日

がと っ ぷり と 暮れたので、 急いで岩村に入っ た。

岩村と 真鶴村の村
むら

境
ざかい

の丸山丁場のあたり にテン狐と いう 人を化かす狐が

住んでいて、 よ く いたずら を し ていたと いう 。 甚平さ んが歩いている と 、

前を 若
わか

い娘
むすめ

が歩いていた。 娘が一人では怖
こ わ

いと いう ので、 いっ し ょ に歩い

ていたら 、 土肥道の方にき れいな提
ちょ う

灯
ち ん

がたく さ ん見えた。 どこ かの祝
し ゅ う

言
げん

か

と 思いながら 、 眺
なが

めているう ちに眠
ねむ

っ てし まっ た。

朝になっ て狐
き つね

にだまさ れたと 知っ た甚平さ んはく やし く て村の和
お

尚
し ょ う

さ ん

のと こ ろ へ行っ た。 する と 和尚さ んは、 古い半てんと 煙
た ば こ

草と 御
ご

先
せん

祖
ぞ

様の戒
かい

名
みょ う

三つを 持っ て行く よう にと 教えてく れた。 そこ で甚平さ んはまた小田原

まで出かけた。

その帰り 道、 また前と 同じ 娘に出会っ たので、 半てんを裏
う ら

返
がえ

し にかぶり 、

次に煙草に火を つけて煙
けむり

を 吐
は

き 出し て戒名を唱えた。 すると 娘のおし り か

ら し っ ぽが見えはじ め、 やがて逃
に

げていっ てし まっ た。 実は甚平さ んの姿

がト ラ が火を吐く 姿
すがた

に見えたのだと いう 。

丸山丁場のテン 狐、 こ れにこ り たら し く 、 甚平さ んの前には二度と 現
あら わ

れ

なかっ たと いう 。

その他の話

○ぬれて 帰っ た息子 …息子が漁に出て死んだ時、 その霊
れい

れいが母の所に立っ たと いう 話。

○建長寺の和
おし ょ う

尚さ ん …ムジナが坊
ぼう

さ んに化けて人を たぶら かし た話。

○ 頼
より

朝
と も

と カ ツ オ …頼
より

朝
と も

が岩海岸から 落ちのびる時の話。 カ ツオの体のし ま模
も

様
よう

のいわれ。

○ は だ か 稲
い な り

荷 さ ん …人をだまし ていたキツネが逆
ぎゃ く

に閉
と

じ 込めれて皮を はがさ れてし まっ た話。

次の朝、船が出発し よう と し た時、また海が荒れ出し た。 そこ で一つ残っ

た小さ な鐘を 港の近く の寺に奉
ほう

納
のう

し 、 上方へ帰るこ と にし た。 船が三ツ石

沖に来ると 、 海の底から ボーンボーンと いう 鐘の音が聞こ えてき た。 こ れ

から いつも 三ツ石沖では船が通ると こ の音が聞こ えると いう 。
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（ ２ ） 中
なか

川
がわ

 一
かず

政
まさ

（ 1 8 9 3 ～ 1 9 9 1 ）

中川一政は、 1893（ 明治 26） 年東京の本郷に生まれた。 少年時代から 文学

少年だっ た一政は、 若
わか

山
やま

牧
ぼく

水
すい

ら が創刊し た雑誌「 創作」 に短歌を投稿し 、 入選、

日刊紙「 萬朝報」 に短編小説「 椎の樹」 が当選し 紙上に掲載さ れる など、 その

才能を開花さ せ、 芸術世界への扉をたたく こ と と なっ た。

東京の錦城中学校を 卒業後、 兵庫の芦屋に

滞在し た際、 神戸の港で友人から イ ギリ ス製

の油絵具一式を も ら っ た。 また、 こ の頃愛読

し ていた文芸雑誌「 白
し ら

樺
かば

」 に掲載さ れた、ゴッ

ホやセザン ヌ の作品に触発さ れ絵画にも 関心

を寄せるこ と になっ た。

一政は芦
あし

屋
や

に滞在中、 も ら っ た絵具を 使っ

２  真鶴を 愛し た芸
げい

術
じゅつ

家
か

…作品と 芸術家が過
す

ごし た住民と のふれあいから

－豊かな自然と 温かな人
にん

情
じ ょ う

に触
ふ

れた芸術家が描
えが

く 真鶴と は－

（ １ ） 三
み

宅
やけ

 克
こ っ き

己（ 1 8 7 4 ～ 1 9 5 4 ）

1874（ 明治７ ） 年生まれの三宅克己は、1923（ 大

正 12） 年から ３ 年間、 ５ 度目の渡
と

欧
おう

ののち、 永
えい

住
じ ゅ う

の地と なっ た真鶴町に居
き ょ

を構
かま

えた。

６ 度目にわたる ヨ ーロッ パ渡
と

航
こ う

で、 三宅克己が

学んだこ と は、「 自分は」 と いう こ と であっ た。

三宅克己は自
じ

己
こ

に素
す

直
な

な自然観照を制
せい

作
さ く

への基
き

点
てん

と し た。 明
めい

快
かい

なモチーフ と 明るい色感で大正期

の画風の機転を 示
し め

す作品「 羅
ろ

馬
う ま

コ ンスタ ンチン凱
がい

旋
せん

門
も ん

」 や昭和初期の「 相模湾」

などがある。

近代水
すい

彩
さ い

画
が

の道を 拓
ひら

いた先
せん

駆
く

者
し ゃ

と し ての三宅克己は彼自身が中心と なっ た明

治の水彩画隆
り ゅ う

盛
せい

時代ののち も 、 実に半世紀の永
なが

き にわたっ て画業を まっ と う し

た。

1954（ 昭和 29） 年６ 月 30 日真鶴町の自
じ

宅
たく

で永眠し た。

「 世相の如
い

何
か

に拘
こ だわ

ら ず（ 略
り ゃ く

） 自然美に対し 、 何時も 筆を 執
と

り つつある私は、 絶
た

えず自然礼
ら い

賛
さ ん

の仕事を 今
いま

更
さ ら

止める 訳
わけ

には行き ません。」 と いう 確
かっ

固
こ

たる態
たい

度
ど

が、

後半生の三宅克己をさ さ えていた。

著
ち ょ

書
し ょ

と し ては「 水彩画手引」 1905（ 明治 38） 年を はじ め、 10 余
よ

冊
さ つ

がある。

文章は平
へい

易
い

で時代の息づかいを活写し ており 興
きょ う

味
み

つきない。

三宅克己の作品

中川一政の作品
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て近く の風景を描いた。 こ れが当美術館に所蔵さ れている処女作「 酒蔵」 である。

1914（ 大正３ ） 年、 一政は「 酒蔵」 を 巽画会第１ ４ 回展に出品し た。 すると

こ の展覧会で審査員を し ていた岸
き し

田
だ

劉
り ゅ う

生
せい

に推薦さ れ、 作品は入選を 果たし た。

一政は大いに励まさ れ、 翌年の巽画会第１ ５ 回展にも 「 霜のと ける 道」、「 監獄

の横」 などの作品を 出品し 、 こ の年の最高賞である二等賞を 受賞し た。 こ の出

来事をき っ かけに一政は画家と し て生き ていく こ と を決意し た。

1915（ 大正４ ）年、一政は岸田劉生の組織し た「 草
そう

土
ど

社
し ゃ

」の創設メ ンバーに加わっ

た。 また、 1922（ 大正 11） 年には院展の洋画部門と 合併し て創設さ れた春陽会

に客員と し て参加し 、 その翌年には会員と なっ た。 春陽会には生涯にわたっ て

所属し 、 後進の指導にあたるなど、 多大な影響を与え続けた。

一政は戦後、 1949（ 昭和 24） 年にこ の真鶴の地にアト リ エを構え、 し ばら く

東京と 行き 来し た後に、 最終的にはこ こ を創作活動の拠点と し た。

一政は、 真鶴のアト リ エから 歩いて 15 分程の距離にある福浦（ 湯河原町） の

風景に魅せら れ、 福浦の港を「 日本一のアト リ エ」 と 呼び、 以後、 17 ～８ 年近

く に渡り 福浦の堤防に画架を置いて、 数多く の絵の制作に励んだ。

し かし ながら 、 時代の流れと と も に福浦港も 様変わり し 、 港はコ ン ク リ ート

で固めら れ、 建物も 鉄筋建てのも のが目立ち はじ め、 一政は福浦を 離れる こ と

を決意し た。

そし て、 次の写生地を 求め近隣を 巡り 、 たどり 着いたのが箱根の名峰「 駒
こ ま

ヶ
が

岳
たけ

」 で、 1967（ 昭和 42） 年から 約 18 年の間に 40 点の「 駒ヶ 岳」 を描いた。

一政は、 写生地に画材を 運び風景を 描く こ と にこ だわり 続けた。 戸外での制

作は天候や季節などに左右さ れるこ と も 多く 、 一筋縄ではいかないこ と が多かっ

たよう だが、 常に自然に挑み、 自然を感じ ながら 描く 日々が続いた。

90 歳を超えると 次第に屋内の創作が増え、アト リ エ内で「 薔
ば

薇
ら

」 や「 向
ひ ま わ り

日葵」、

「 椿
つばき

」 などの静物画の連作画を数多く 描いた。 静物画を描く 際も モチーフ と なる

花や果物、 壺
つぼ

など を 必ず目の前に据え「 現物」 を 写生する こ と にこ だわっ た。

自身の絵にあう よ う にデザイ ン し た額縁に

も 一政の豊かな感性が表れている。

中川一政は、 1991（ 平成３ ） 年に 98 歳

を 目前にし て亡く な っ た。 中川一政美術館

は、 一政が生前に作品を町に寄付し たこ と に

より 、 1989（ 平成元） 年に開館し た。

中川一政美術館
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私に画の先生はいない。 先
せ ん

輩
ぱ い

はあっ ても 画を も っ て行っ てみて貰
も ら

っ た事はない。

私は画をかく に手
て

応
ご た

えを唯
ゆ い

一
いつ

のたより にし た。 手応えがなければ画は駄
た

目
め

なのである。

その手応えによって自信と いう ものが出来るのである。

先生も し く は先輩にほめら れてよい気になっ ているのは自信ではない。 他信である。

自信と 他信は似
に

て非
ひ

なるものである。

だから画かきという ものは結局孤
こ

独
ど く

なものである。ほめられてもけなされても孤独なのである。

私は自負と いう 題で二十五の頃詩をかいている。

われは石なり

道に落ちたる石也
な り

人、 手にと れば玉と なり

人、 手にと らざればたゞ の石にすぎず

われは石になり ゐてう れし かり けり

人のひろひて玉と いふまで

そう いう 詩をつく っていたのは感心である。 そう いう 詩をつく っていたのは幸せである。

（ 略
り ゃ く

）

昭和二十四年、 五十六歳
さ い

、 私は真鶴の画室に移
う つ

った。 雨が降
ふ

らず風が吹
ふ

かなければ、 毎日の

海岸の堤
て い

防
ぼう

の上に画
が

架
か

をたてた。

海のう へをさ まよふ夜風わがいへの軒
のき

にきたり て松風のこゑ

３  年中行事 …住民参加の伝
でん

統
と う

文化は

－歴史と 生活と 共に続けら れた行事と は－

真鶴町の年中行事は、他の地域と 共通する一般行事（ 初
はつ

詣
も う で

、桃
も も

の節
せっ

句
く

…） の他に、

真鶴地区を 中心と する 漁業、 海運等の海に関わる 行事、 岩地区を 中心と する 石

材関係等の山に関わる行事などがある。 また、 水田耕作がほと んど見ら れなかっ

たため、 農工関係の行事が少ないこ と も 大き な特色と いえる だろ う 。 し かし 、

近年こ う し た行事も 、 生活様式や生産活動の変化などによ っ て 、 衰退し たり 、

簡略化・ 省略化さ れたり する 傾向が著し い。 こ こ では、 そのよ う な中でも 、 地

域の人々によ っ て大切に伝えら れてき た真鶴町特有のいく つかの行事について

見ていこ う 。

（ １ ） 貴
き

船
ふね

神社の船
ふな

祭
まつり

真鶴町では毎年７ 月 27 日、28 日に「 貴船神社の船祭」が行われる。「 船祭」と は、

神社に祭ら れている神様（ 神
し ん

霊
れい

）を神社から 一時外（ お仮
か り や

殿）に移し て神事を行い、

漁船や運送船の安全や大漁を 祈る も ので、 真鶴町以外でも 行われている と こ ろ
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がある。 し かし 、 神様を 船に乗船さ せて港を 渡る と いう 「 海
かい

上
じ ょ う

渡
と

御
ぎ ょ

形式」 を 現

在に伝えている のは、 神奈川県内では真鶴町が唯
ゆい

一
いつ

である。 全国的にも 貴
き

重
ちょ う

な

祭である こ と から 、「 貴船神社の船祭」 は 1996（ 平成８ ） 年 12 月 20 日、 国の

重
じ ゅ う

要
よ う

無
む

形
けい

民
みん

俗
ぞく

文
ぶん

化
か

財
ざ い

に指定さ れている。

貴船神社は明治以前は「 貴
き のみやだいみょ う じ ん

宮大明神」 と よ ばれ、 今から 千百年以上も 昔の平

安時代、 889（ 寛
かん

平
ぴょ う

元
がん

） 年に創立さ れた。 大
おおく にぬし のかみ

国主神などの渡
と

来
ら い

神
し ん

と と も に、 真

鶴の地
じ

主
ぬし

神
がみ

である 市
いちのく ら みょ う じ ん

倉明神が併せてまつら れた貴船神社は、 海の恵みによ っ て

暮ら し を立ててきた人々の厚
あつ

い信
し ん

仰
こ う

を集めてき た。 その貴船神社の神
し ん

霊
れい

（ 神様）

を神
み

輿
こ し

に移し 乗せて港内を 祈
き

祷
と う

し て廻っ たのが、「 貴船神社の船祭」 の始まり の

よ う である。 船の中から の祈
き

祷
と う

から 始まっ た祭り が、 現在のよ う に華
か

麗
れい

に飾
かざ

ら

れた御
ご

座
ざ

船
ぶね

などを 使っ た華やかなも のになっ たのは、 元
げん

禄
ろ く

時代前後と 言われて

いる。 こ れは、 江戸時代に真鶴の石材業が盛んになり 、 村民の経済生活が向上

し たこ と と 、 江戸と の交流が深まっ て江戸の文化が流入し たためと 考えら れて

いる。

貴船神社の船祭は、 神社の氏
う じ

子
こ

たち によ っ て大切に受け継がれ、 現在は、 貴

船祭推進本部、 小
こ

早
はや

船
ぶね

部
ぶ

、 花
はな

漕
こ び

花
はな

山
だ

車
し

保存会、 鹿
か

島
し ま

踊
おどり

保存会、 囃
はや

子
し

保存会、 神
み

輿
こ し

保存会などの団
だん

体
たい

によっ て支
さ さ

えら れている。

貴船神社の船祭の中でも 、 大変貴重な位置を 占めるも のの一つに、 鹿島踊が

ある。 鹿島踊は、 宵
よい

祭
まつ

り の前日のお天
てん

王
のう

さ ん（ 津
つ

島
し ま

神社） への奉
ほう

納
のう

を 手始めに、

神社下広場やお仮
か り や

殿の前などで、 祭り の

期間中に何度か踊ら れる。 こ の踊り は、

神に奉
ほう

納
のう

する神
し ん

聖
せい

なも のであるこ と から

青年男子を 中心に踊ら れるが、 昔は「 地
ち

域
いき

社会で 一人前の生活権
けん

を 持つ男子に

なっ た証
あかし

」 と し ての意味を 持っ ていた。

そのためにこ れを踊る青年は、 17 日間精
し ょ う

進
じ ん

潔
けっ

斎
さ い

（ 飲食を 慎
つつし

み身体を清め、 けが

れを 避
さ

ける こ と ） し 、 忌
いみ

籠
こ も り

（ 神社に寝
ね

泊
と ま

り する） し て練習する と いう 厳し い試

練に耐えなければなら なかっ た。 鹿島踊は、 小田原市の石
いし

橋
ばし

から 南の相模湾沿

い、 静岡県の伊豆半島賀
か

茂
も

郡
ぐ ん

北
ほっ

川
かわ

までの磯辺の町の 22 の神社に伝えら れている

が、 真鶴の鹿島踊は、 大漁踊や盆踊などの庶
し ょ

民
みん

の文化の影響が強く 、 踊り 手は

そろ いの浴
ゆ か た

衣に鹿島踊色も のの手
し ゅ

甲
こ う

、 白
し ろ

足
た

袋
び

姿で、 左手に幣
へい

束
そく

（ 御
ご

幣
へい

と も いい、

紙や布
ぬの

を切り 細長い木気に挟
はさ

んで垂
た

ら し たも の）、 右手に団
う ち わ

扇を 持っ て踊っ てい

る。 昔は一人前の大人の証明の意味があっ た踊り も 、 現在は町内の小・ 中学生

川島踊
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（ ２ ） 船
ふね

祝
いわい

・ 山
やま

祝
いわい

海運業・ 漁業・ 石材業が盛んな真鶴では、 それ

ぞれの仕事に就く 人々がそれぞれのやり 方で正月

を祝い、 仕事の安全や繁
はん

盛
じ ょ う

を祈
き

願
がん

する。

海運業・ 漁業の家では、 １ 月２ 日に「 船祝」 が

行われる。 海運業の家では、 船主や船長などの関

係者が１ 月２ 日の夜明け前（ 午前３ 時頃） から 船

に集ま っ て「 乗り 初め」 の儀
ぎ

を 行っ たのち、 御
おん

饌
せん

米
まい

と お神
み

酒
き

を持っ て貴船神社に参
さ ん

詣
けい

する。 また、 こ の日は「 道具し ら べの日」

と も 言われ、 新年の初航海に備えて船道具の点検も 行われる。

漁業の家では、 親子兄弟などが夜明け前に船に集まり 、 船
ふな

霊
だま

様
さ ま

に御饌米と お

神酒などを供えて、 海上安全・ 大漁を祈
き

願
がん

する。

石材業者は各自の石
いし

切
き り

丁
ちょ う

場
ば

に関係者を 集め、 海
かい

藻
そう

と 幣束と 供
く

物
も つ

（ 御饌米やみ

かんなど） と お神酒を 山の神の祠
ほこ ら

に供え、 関係者一同の安全と 石切丁場の繁
はん

栄
えい

を祈
いの

る。

岩山神社

（ ３ ） 山
やま

の神
かみ

講
こ う

石材業者の間では、古く から の山の講を組織し て、

年３ 回（ １ 月・ ４ 月・ 10 月の各 17 日） お祭り す

る 習慣があっ た。 講の中で当番になる家を 決めて、

当
と う

番
ばん

宅
たく

に集まり 、 約束事を確認し たり 、 宴
う たげ

を催
も よお

し た

り するのである。 当番宅では、 奥の間に山の神の掛
か

け軸
じ く

を掛け、 魚・ お神酒・ 御饌米を供えて宴の準備

を する。 講
こ う

中
ちゅ う

の人々は山の神の祠に参
さ ん

詣
けい

し たあと 、

当番宅で次の日の未明まで過
す

ごす。 山の神の祠への供物は、 新し い年が幸運で

ある かど う かの占
う ら な

いの役目を 持っ ており 、 次の日

の朝、 山の神の祠に代表者が確認に行き お供えし

たも のが全部なく なっ ていれば神様のご機
き

嫌
げん

がよ

いと いう こ と になっ た。

こ のよ う に真鶴町の特徴的な年中行事は、 地元

の産業や仕事と 結び付いて、 大切に伝えら れてき

たのである。

山神社入口石碑

山神社付近からの眺望

たち が踊る。 保存会の方の指導のも と 、 伝統と し ての鹿島踊の継承者と いう 大

切な役
やく

割
わり

を、 小・ 中学生が担っ ているのである。


